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刊行のことば

刊行のことば

筑波大学知的コミュニティ基盤研究センターは，平成14年10月１日に筑波大学と図書館

情報大学との統合を契機として設置されました。その目的は，高度情報ネットワーク社会

における知的コミュニティ基盤の形成に係る研究を行い，学術研究の進展と研究成果の社

会への還元を図ることです。

近年，インターネットやディジタル図書館によって共有される知識と情報は様々なコ

ミュニティの活動に大きな影響を与えつつあります。また，ネットワークを通じて共有さ

れる知識と情報に支えられ，新たな知識と情報を作り出すコミュニティの形成も始まって

います。情報ネットワークを基盤とする社会において，コミュニティの知識・情報基盤の

あり方は必然的に変化していくと考えられます。

センターでは，このような状況をふまえ，コミュニティにおける知識・情報の共有を支

える技術的・社会的基盤に関する研究を，多様なコミュニティとの連携という開かれた研

究体制のもとで展開することを目指しております。そして，開かれた研究体制の中から得

られた研究成果を，社会に還元していきたいと考えています。

センターを構成する４部門（知の共有基盤研究部門，知の表現基盤研究部門，知の伝達

基盤研究部門，知の環境基盤研究部門）における研究や，各研究部門が行う種々の共同研

究の成果は，学術論文として公表していく予定ですが，同時に，それらの成果や種々の研

究プロジェクトの報告などを関連コミュニティと共有するために，本モノグラフシリーズ

の刊行を計画しました。

センター設立後半年がたち，知の伝達基盤研究部門において行われている共同研究 ｢サ

ブジェクトゲートウェイにおける知識集積の研究｣ の一部がまとまりましたので，まず，

この部分をモノグラフシリーズの第１号として刊行することとしました。本共同研究に参

画していただいた方々をはじめ，モノグラフシリーズ刊行に関与された方々にお礼を申し

上げます。また，本研究の今後の発展のために，本研究の対象となる関係コミュニティ並

びに各位の，厳しいご批判とともに，ご支援，ご協力をお願いいたします。

本モノグラフシリーズは，今後も随時発行していきたいと考えております。本研究セン

ターの設立にご尽力を賜りました方々にお礼を申し上げるとともに，今後とも広く皆様の

ご支援をお願い申し上げます。

平成15年３月

筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター長

石 井 啓 豊

i



緒 言

インターネット上の情報資源が学術研究にとって有益であるどころか不可欠のものであ

ることは，今日では常識になったといっても過言ではないであろう。しかし，その量は膨

大であり，またすべて信頼性が高く有用な情報を含むものばかりではないことも確かであ

る。そうした情報資源の中から，信頼性が高く，有用な情報をより多く含むものを選別し，

組織化して，検索しやすいようにすることは，学術研究の推進におおいに役立つと考えら

れる。この役割を果たすのがサブジェクトゲートウェイである。

サブジェクトゲートウェイは，基本的には特定主題を対象として，その主題の研究に有

用と考えられる信頼性の高いインターネット情報資源を選別・収集し，その情報資源につ

いての目録を作成し，ブラウジング・検索ができるようにするシステム／プロジェクトで

ある。

従来，紙媒体を中心とした情報資源の収集・選別，目録作成，分類，検索といった業務

は図書館を中心に行われてきた。こうした業務は，紙媒体だけでなくインターネット情報

資源に対しても同様に図書館情報専門家の知識・技術が役に立つ。その一方で，紙媒体の

情報資源は図書や雑誌という形で比較的まとまりがあり，出版元も明確であるため，そう

した外部情報から内容をある程度推測することが容易であった。それに対して，インター

ネット情報資源は形態も作成者も多様で，外部情報から内容を判断することが困難な場合

も少なくない。したがって，特定主題の研究に有用かつ信頼性の高い情報資源を選別し，

内容記述などを行うためには主題の専門家（研究者）の知識も必要である。こうしたこと

から，サブジェクトゲートウェイはその多くが図書館情報専門家と主題専門家の協力のも

とに作成・運営されている。

もちろん，インターネット情報資源は膨大であり，その中から有用で信頼性の高い情報

資源を選別することは困難な作業である。人間の手で収集できる量はわずかなもので，ロ

ボット（クローラ）などの機械的な手段の併用も必要である。こうしたことから，サブジェ

クトゲートウェイ自体に意味がないという意見もあるかと思われる。現時点では，この疑

問に答えることはできない。しかし，機械的に収集され組織化されたものよりも，人間の

手で行ったものの方が高品質なことは確かである。たとえ，将来すべて機械的に行われる

ようになるにしても，できる限り人間が行うのと同じ質の高さが得られるように工夫を重

ねる必要がある。

そのためにも，インターネット情報資源を収集し組織化するにはどのようなことが求め

られているのか，その問題点は何か，機械化するとすればどのように，またどこからどの

ような手順で進めていくのがよいか，などについて研究をしなければならない。

本研究は，｢知の伝達基盤｣ 研究部門における，知識組織化に関する研究領域に位置づ

けられる ｢サブジェクトゲートウェイにおける知識集積の研究｣ プロジェクト（永田治樹

［プロジェクトリーダー］（知的コミュニティ基盤研究センター ｢知の伝達基盤｣研究部門），

筑波大学図書館情報学系緑川信之，愛知淑徳大学文学部伊藤真理，松林麻実子（知的コミュ

ニティ基盤研究センター ｢知の伝達基盤｣ 研究部門））として着手されたものである。
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緒 言

研究は２段階に分けて行う予定である。本報告書はその第１段階にあって，サブジェク

トゲートウェイの概要といくつかの特定サブジェクトゲートウェイの特徴をまとめたもの

である。これは，サブジェクトゲートウェイについてまだ体系的な研究文献が（少なくと

も日本語では）存在せず，全体像を把握することから始める必要があると考えたためであ

る。第２段階では，情報資源の収集方針・選択基準，目録規則・メタデータ，分類，索引

語・シソーラスなど，サブジェクトゲートウェイの組織化に関するテーマを取り上げる予

定である。

（本報告書における各章の分担）

１．サブジェクトゲートウェイ概要 緑川

２．DutchESS（Dutch Electronic Subject Service） 伊藤

３．Finnish Virtual Library 伊藤

４．インターネット学術情報インデックス 松林

５．Humbul（Humbul Humanities Hub） 伊藤

６．PORT（Maritime Information Gateway） 松林

７．OMNI（Organising Medical Networked Information） 伊藤

８．Internet Library for Librarians 松林

９．サブジェクトゲートウェイ一覧 緑川

ただし，緑川が全体の調整をはかるために用語や表現の統一を行った。中にはかなり大

幅に加筆・改編した部分もある。したがって，もし誤りなどがあるとすれば緑川の責任で

ある。

永田治樹・緑川信之
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１．サブジェクトゲートウェイ概要

１．サブジェクトゲートウェイ概要

１.１ サブジェクトゲートウェイの例：SOSIG

サブジェクトゲートウェイとは，簡単にいえばインターネットのWeb上の情報資源を

対象とする目録システムである。詳しいことは後にして，まずサブジェクトゲートウェイ

の例を見てみよう。

図１は，SOSIG（Social Science Information Gateway）というイギリスで作成されたサ

ブジェクトゲートウェイである（http:/ /www. sosig. ac. uk/ ； ｢９．サブジェクトゲー

トウェイ一覧｣ を参照）。まず，このホーム画面で，検索語を入力するか分野を選択する。

ここでは ｢Geography（地理）｣ の分野を選択したとする。

1

図１ SOSIGホーム画面



すると，Geographyの画面になる（図２）。ここでも，検索語を入力するか，あるいは

さらに分野を選択する。この画面の［Internet Resources Listed By Type］と書かれた行

から下にリストされているのは，｢Geography｣ の分野に関係する情報資源である。
｢Editor's Choice（SOSIGの作成者のお薦め）｣ ｢Articles/ Papers/ Reports（論文／レポー

ト）｣ ｢Bibliographic Databases（書誌データベース）｣ などに種類分けされている。いま

は全部選択された状態になっているが，検索する必要のないものを除外することもできる

（クリックして↑マークを消す）。画面の上の検索語入力欄の右にある［whole catalogue］

というのは，ここにリストされている情報資源だけでなく，SOSIGが対象としているすべ

ての情報資源を検索することを意味している。ここにリストされている情報資源に限定し

て検索する場合には，右側にある▼マークをクリックして，｢current section｣ を選択す

る（これについては次の画面で説明する）。ここでは ｢GIS and Cartgraphy（地理情報シ

ステムおよび地図学）｣ という分野を選択したとする。

2

図２ SOSIG：Geographyの画面



１．サブジェクトゲートウェイ概要

すると，GIS and Cartgraphyの画面になる（図３）。ここでも，検索できる情報資源が

リストされているが，Geographyのときよりも分野を狭めたので数が減っている。ここで

は ｢current section｣ を選択して，ここにリストされている情報資源だけで検索をするこ

とにする。画面の上の方にある［Search］という文字の右の欄に検索語を入力する。ここ

では ｢japan｣ と入力したとする。

すると，検索結果が表示される（図４）。ここには，情報資源のタイトル，内容記述

（Description），キーワード，本体のＵＲＬが表示される。内容記述の最後にある［＋Full

Record］をクリックすると，より詳細な項目（フィールド）が表示される。ここで表示さ

れる検索結果は一種の目録データといえる。内容記述やキーワードはSOSIGの作成者に

よって与えられる。

3

図３ SOSIG：Geography→GIS and Cartgraphyの画面



ここまでは，SOSIGの最も簡単な検索方法をみてきたが，より高度な検索をすることも

できる。これまでのどの画面からでも，右上にある［Advanced Search］をクリックするこ

とによって，高度な検索のための画面に移行することができる。これには，｢The SOSIG

Catalogue｣ と ｢Social Science Search Engine｣ の２種類がある。

［Advanced Search］をクリックすると，最初に ｢The SOSIG Catalogue｣ の画面に移行

する（図５）。この画面で，［Search for］の欄に検索語を入力する。ここでは ｢japan map｣

と入力したとする。これは ｢japan｣ と ｢map｣ という２つの語を共に含んでいる情報資

源を検索するという意味である（論理演算の ｢japan AND map｣ を実行する）。その下の

［in］の欄では検索対象の分野を選択する。ここでは ｢Geography｣ である。次の［in field］

欄では各レコードのどのフィールドを検索するかを選択する。フィールドとは，タイトル，

内容記述，キーワードなどの項目のことである。ここでは，｢Any（全フィールド）｣ を選

択している。次の［Resource type］欄は情報資源の種類のことで，｢論文／レポート｣ ｢書

誌データベース｣ などの中から選択する。ここでは ｢Any（全種類）｣ を選択している。

［Option］欄では，トランケーション（部分一致検索）をするかどうか，および，順位付

けをして出力をするかどうかを選択する。ここでは，どちらもチェックをつけている。さ

らに，検索結果を１ページ何件ずつ表示するか，また，｢内容記述｣ も表示するかそれと

も ｢タイトル｣ だけを表示するかを選択する。ここでは，１ページ10件ずつ，内容記述も

表示することを選択している。このように，The SOSIG Catalogueではさまざまな選択肢

が用意されている。検索結果の形式は前にみた簡略な方法の場合と同じである（ただし，

4

図４ SOSIG：検索結果



１．サブジェクトゲートウェイ概要

同じ情報資源が検索されるとは限らない）。

ここまでは簡略な検索と高度な検索の内のThe SOSIG Catalogueを見てきたが，どちら

もSOSIGの作成者が準備した目録データを対象としている。しかし，Web上には存在す

るけれども，SOSIGの作成者が目録データを作成していない情報資源も多数存在する。こ

のような情報資源を収集するために，SOSIGでは自動的にWeb上の情報資源を探索する

ソフトを利用している。これは ｢Harvester（収穫者，収穫機）｣ とよばれている（通常

のサーチエンジンではロボットとかWebクローラ（這いまわる虫）とよばれている）。こ

のソフトを使って自動的に情報資源を探索すれば，人間がひとつひとつ確認しながら探索

するより多くの情報資源を集めることができる。しかし，本当に適切な情報資源か保証は

できない。また，内容記述も人間が作成するのではなく自動的に行うので，必ずしも適切

に内容を表現しているとは限らない。SOSIGでは，このようにして収集した情報資源の検

索をSocial Science Search Engineと呼んでいる。Social Science Search Engineを利用す

るには，The SOSIG Catalogue画面（図５）の上の方にある ｢2. Social Science Search

Engine｣ をクリックする。

すると，Social Science Search Engineの画面が表示される（図６）。ここでは，情報資

5

図５ SOSIG：The SOSIG Catalogueの画面



源は分野や種類では分けられていない。そのため，The SOSIG Catalogue画面にあった［in］

欄（分野の選択欄）と［Resource type］欄（情報資源の種類の選択欄）がない。ここでも，

［Serach for］欄に ｢japan map｣ と入力したとする。

すると，検索結果が表示される（図７）。普通のサーチエンジンと同じように，タイトル，

（自動的に作成された）内容記述，ＵＲＬが表示されている。このように，Social Science

Search Engineは，その名の通り，普通のサーチエンジンと同じと考えることができる。

6

図６ SOSIG：Social Science Search Engineの画面

図７ SOSIG：Social Science Search Engineの検索結果



１．サブジェクトゲートウェイ概要

１.２ サブジェクトゲートウェイの特徴

サブジェクトゲートウェイの一つの例をみてきたが，それでは，サブジェクトゲートウェ

イとはどういうものであろうか。サブジェクトゲートウェイの定義として次のものがあ

る１）。

サブジェクトゲートウェイは，インターネット上の情報資源に関する，検索・ブラウ

ジングが可能な目録を提供するオンラインサービス／サイトである。基本的には，学

術的な主題領域に焦点を当てている。

この定義を見る限り，サーチエンジンとよく似ているし，実際，SOSIGの例で見たよう

に形もよく似ている。両者は次のように対比されている２）。

この対比を見ると，サブジェクトゲートウェイとサーチエンジンの相違点は，①情報資

源の収集やメタデータの作成などを人間が行うか自動的に行うか，②質を重視するか量を

重視するか，という点にあるように思われる。しかし，サーチエンジンでも人間が情報資

源を収集しているものもあるので，①は両者を分ける絶対的な基準にはならない。サブジェ

クトゲートウェイの特徴は，②の ｢質を重視｣ している点にあるように思われる。質の高

さを維持するために，①の ｢人間が処理をする｣ ことが条件として求められているといえ

よう。

ただし，サーチエンジンでも質の高い情報資源を目指しているものもあるであろう。サ

ブジェクトゲートウェイと呼べるためにはどのような質の高さが求められているのであろ

うか。これについて，次のような基準が提示されている３）。

０．インターネット上の他の多くのサイトや文献とリンクしたインターネットサービ

スであること。

１．公表された基準にもとづく知的な方法で情報資源を選択していること（この基準

により，人気の機械的な測定にもとづく選択，といったようなものが除外される）。

２．短い注記からレビューまで長さは様々でも，知的に作成された内容記述を備えて

いること。望ましいが必須ではない基準として，知的に付与されたキーワードあ

るいは統制語を備えていることがあげられる（この基準により，機械的に抽出さ

れた記述，いわゆる要約が除外される）。

３．（知的に作成された？）かなり深くブラウジングできる構造／分類を備えている

7

サーチエンジン サブジェクトゲートウェイ

ロボットで情報資源を収集する 人間が情報資源を収集する

網羅的な収集を目指している 質の高い情報資源の目録作成を目指している

メタデータ（目録）を自動的に

作成する

人間がメタデータを作成する



こと（この基準により，まったく構造化されていないリンク集が除外される）。

４．それぞれの情報資源に関して（少なくとも部分的には）人間によって作成された

（書誌的）メタデータを備えていること。

これらの基準に従えば，Yahoo!は基準１を満たしていないし，個人的に作成される

リンク集は基準３と４，そして場合によっては２さえも満たしていない。

このように，サブジェクトゲートウェイは，情報資源の選択，内容記述，構造化／分類，

メタデータ作成を，人間がきちんと行う点でサーチエンジンと異なるとみなされているよ

うである。Yahoo!のように人間が情報資源を収集し，構造化／分類を行っているサーチ

エンジンもあるが，あらゆる人を利用者として考えているので，質的にサブジェクトゲー

トウェイほどしっかりしていないということであろう。少なくとも，基準１にあるように，
｢公表された基準｣に基づいて情報資源の収集を行ってはいない。それに対して，サブジェ

クトゲートウェイは，基本的には特定主題の研究者・専門化を利用者として想定しており，

範囲が限定されているので，情報資源の選択基準が定めやすい。また，個人が作成するリ

ンク集は，特定の主題を対象とする場合が多いという点でサブジェクトゲートウェイに似

ているが，個人が作成するので，選択基準，構造化／分類，メタデータがしっかりしてい

ない場合が多いと思われる。

それに対して，サブジェクトゲートウェイは選択基準などがしっかりしている場合が多

い。しかし，選択基準や分類，メタデータなどをきちんと作成するためには専門化が必要

である。この場合の専門家とは，主題の専門化（研究者）と情報の専門化（図書館員）で

ある。多くの主要なサブジェクトゲートウェイは，研究者と図書館員の協力で成り立って

いる。

以上から，次のように結論される４）。

サブジェクトゲートウェイは２つの要因で特徴づけられる：

・質が管理されている

・主題専門化および情報専門化（多くの場合，図書館員）によって構築される

なお，サブジェクトゲートウェイは，その名前から，特定のサブジェクト（主題）を対

象としているという特徴もあげられる。ただし，実際には特定主題だけでなく全領域を扱

うものも存在するので，本質的な特徴とはいえないであろう。特定主題を対象とするもの

をサブジェクトゲートウェイとよび，全領域を対象とするものを情報ゲートウェイとよん

で区別する意見もある５）。

情報ゲートウェイ（Information Gateway）：インターネット情報資源へと導くWeb

上の情報資源案内全体を指す一般的な用語。

サブジェクトゲートウェイ：インターネットでアクセスできる情報資源（文献，コレ

クション，サイト，サービスなど）へのリンクを提供する主題別（subject-based）

の情報資源案内。情報資源の記述と主題分類が最も重要な特徴である。
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１．サブジェクトゲートウェイ概要

いずれにしても，サブジェクトゲートウェイの作成には，

①情報資源の選択基準を定める

②情報資源の記述を行う（メタデータを作成する）

③分類体系を定め，ブラウジングできるようにする

④索引語を付与することが望ましい

⑤検索ができるようにする

などについて検討する必要がある。

さらに，サブジェクトゲートウェイ自体は基本的に特定主題を対象とする場合が多いの

で，他の主題を扱うサブジェクトゲートウェイと協力することが望ましい。その場合には，

記述（メタデータ），分類，索引語，検索方式などの調整も必要になってくる。

１.３ サブジェクトゲートウェイ支援プロジェクト

各種サブジェクトゲートウェイの作成・利用およびサブジェクトゲートウェイ間の協

力・互換性などを支援するためのプロジェクトも種々存在する。ここではそのうちの主要

なものをいくつか紹介する。

（１）DESIRE（Development of a European Service for Information on Research

and Education）

DESIREプロジェクトは，欧州連合（EU）の研究開発プログラムであるTelematics

Applications Programmeのプロジェクトの一つとして開始された。1996～1998年の第１

期と1998～2000年の第２期に分けられる。プロジェクト終了後も以下の10機関・団体に

よって活動が継続されている。

・Institute for Learning and Research Technology（ILRT），ブリストル大学（イギ

リス）

・Department of Library Research，オランダ国立図書館（オランダ）

・Delivery of Advanced Network Technology to Europe Ltd.（イギリス）

・SURFnet bv（オランダ）

・NetLab，ルンド大学図書館（スウェーデン）

・UNINETT AS, Limited Company（ノルウェイ）

・UK Office for Library and Information Networking（UKOLN），バース大学（イギ

リス）

・TDC Networking Consultancy Limited（イギリス）

・Trans-European Research and Education Networking Association（オランダ）

・Computer Centre，ブルネル大学（イギリス）

DESIREの活動は広範囲に渡っているが，その中にインターネット上の情報資源の活用

促進が含まれている。そのために，以下の研究開発を行っている。

・Web目録（サブジェクトゲートウェイ）

・自動索引

・質の高い情報資源の収集（harvesting収穫）

DESIRE自体がサブジェクトゲートウェイを作成するのではなく，標準的なフォーマッ

トや技術の開発を行い，これにもとづいて各種のサブジェクトゲートウェイ作成を支援し
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ている。SOSIGやDutchESSなどのサブジェクトゲートウェイもこれらを利用している。

DESIREの研究開発したフォーマットや技術は以下のようにツールキットとしてまとめら

れている。

（1）ROADS

（2）ROADS Dublin Core Metadata Repository

（3）Combine

（4）DESIRE Vocabulary Database

（5）DESIRE Vocabulary Browser

（6）DESIRE Vocabulary Browser for Z39. 50

（7）RDF Data Store

（8）Opinion Server

（9）LDAP Crawler

（10）DESIRE Generic Distributed Indexing Server

（11）Matcher

ROADSはもともと別のプロジェクトで開発されたものであるが，プロジェクト終了後，

DESIREに引き継がれた（DESIREプロジェクトのメンバーであるITRT（ブリストル大学）

とUKOLN（バース大学）はROADSプロジェクトのメンバーでもある）。ROADSについ

ては次項で説明する。Combineは，インターネット情報資源に関する中規模の索引を作成

するシステムである。商用サーチエンジンよりも特定主題を扱うサブジェクトゲートウェイ

に向いている。DESIRE Vocabulary Databaseは専門用語のデータベース作成・維持を支

援するシステムで，同BrowserはDatabaseと検索インターフェースの橋渡しをするシステ

ムである。Matcherは，特定主題のシソーラスを利用して主題分類を行うシステムである。

サブジェクトゲートウェイに関するDESIREのもうひとつの大きな貢献は，サブジェク

トゲートウェイのための選択基準，メタデータ，分類などについて広範囲な調査研究を行っ

ていることである。その成果は種々のレポートで公表されているが，それらを整理した形

でDESIRE Information Gateways Handbookの中にまとめられており，たいへん有用であ

る。ハンドブックは３章からなり，それぞれ読者対象を分けている。以下に目次を示す。

第１章 戦略に関する問題

サブジェクトゲートウェイを設立し運営しようとする管理者向け
1. 1 情報ゲートウェイ概説
1. 2 事前の準備
1. 3 要求されるスタッフと技能：概要
1. 4 システムに求められるもの：概要
1. 5 メンテナンスに求められるもの：経費

第２章 情報に関する問題

主題専門家や情報専門家といったサブジェクトゲートウェイの内容に責任を持つ

情報管理者向け
2. 1 質のよい情報資源の選択
2. 2 情報資源の発見
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１．サブジェクトゲートウェイ概要

2. 3 メタデータ
2. 4 目録作成
2. 5 主題分類，ブラウジング，検索
2. 6 コレクション管理
2. 7 情報提供者との協力
2. 8 公報・宣伝
2. 9 ユーザインタフェース設計
2. 10 ロボットと人間による索引作業の統合
2. 11 分散目録作業
2. 12 多言語問題
2. 13 ゲートウェイ間の調整

第３章 技術に関する問題

ハードウェアやソフトウェアを管理・開発するインターネット専門家といった技

術者向け
3. 1 システムに求められるもの：詳細（ハードウェアとソフトウェア）
3. 2 ユーザインタフェース
3. 3 アクセスしやすさと利用しやすさ
3. 4 収穫，索引付与，メタデータの自動収集
3. 5 ユーザプロファイル
3. 6 互換性
3. 7 規模
3. 8 将来計画

なお，DESIREプロジェクトは欧州連合（EU）の研究開発プログラムであるTelematics

Applications Programmeのプロジェクトの一つとして開始されたことは上で述べたが，

この研究開発プログラムはCORDIS（Community Research & Development Information

Services）という機関がテーマを決めてプロジェクトを募集し，資金提供を行っているも

のである。Telematics Applications Programmeは，そのうちの第４回フレームワークプログ

ラムの一つで，1994年～1998年に実施された（第４回FWプログラムには，情報技術に関す

るプログラムであるESPRITなども含まれている）。Telematics Applications Programme

には，DESIREプロジェクトの他に，Telematics for Librariesプロジェクトも含まれてい

る（このプロジェクトは第３回FWプログラムから実施されている）。

（２）ROADS（Resource Organisation And Discovery in Subject-based Services）

ROADSは，イギリスのthe Joint Information Systems Committee（JICS）が募集し資金

提供を行ったthe Electronic Libraries Programme（eLib）という研究開発プログラムの，

the Access to Networked Resourcesセクションにおけるプロジェクトの一つである。メ

ンバーは以下の３機関である。

・Department of Computer Science，ラフバラ工科大学

・Institute for Learning and Research Technology（ILRT），ブリストル大学

・UK Office for Library and Information Networking（UKOLN），バース大学
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ROADSプロジェクトの目的は，

・サブジェクトゲートウェイを構築する際に利用できるソフトウェアパッケージを作

成すること

・サブジェクトゲートウェイ間の横断検索と互換性を可能にする方法を研究すること

・特定主題の情報資源に関する索引作業，目録作業，および検索の規格開発に参加す

ること

である。プロジェクト自体は1999年に終了しているが，開発されたサブジェクトゲートウェ

イ用のソフトウェアは多数のサブジェクトゲートウェイで利用されている。

なお，ROADSプロジェクトが含まれているthe Access to Networked Resourcesセク

ションには，ADAM，Biz/ ed，CAIN，EEVL，OMNI，SOSIGなどのサブジェクトゲー

トウェイを構築するプロジェクトも存在する（当然，これらのサブジェクトゲートウェイ

はROADSソフトウェアを使用している）。また，eLibプログラムには，the Access to

Networked Resourcesセクションの他に，Hybrid Libraries, Large Scale Resorce Discovery

（Clumps）projects，Electronic Document Delivery，Electronic Journalsなどのセクショ

ンもある。

（３）IMesh Toolkit

IMesh Toolkitは，イギリスのthe Joint Information Systems Committee（JICS）とアメ

リカの National Science Foundation（NSF）の共同による International Digital Libraries

Initiativeの補助金で1999年に設立された３年計画のプロジェクトである。1999年に開催

された第１回IMeshフレームワークワークショップで提案されたプロジェクトなのでIMesh

の名称がついているが，IMesh自体はサブジェクトゲートウェイ関連機関のゆるやかな国

際的連合体で，IMesh Toolkitプロジェクトの直接の運営機関ではない。

IMesh Toolkitプロジェクトの運営は以下の３機関が行っている。

・Institute for Learning and Research Technology（ILRT），ブリストル大学

・UK Office for Library and Information Networking（UKOLN），バース大学

・Internet Scout Project（ISP），ウィスコンシン大学

このプロジェクトは，サブジェクトゲートウェイを作成するためのツールを開発するこ

とを主な目的としており，ROADSと似た性格を持っている（ILRTとUKOLNはROADS

プロジェクトのメンバーでもある）。実際，ROADSとISPが開発したIssac Network（異

なるメタデータを使用している情報資源をひとつのコレクションのように統合して検索で

きるようにするためのソフトウェアパッケージ）を開発することを主要な目的の一つとし

ている。

（４）RDN（Resource Discovery Network）

RDNは，イギリスのthe Joint Information Systems Committee（JICS）が，ROADSプロ

ジェクトを含むeLibプログラムの発展形として設立したもので，複数のサブジェクトゲー

トウェイの横断検索システムである。

RDNのホーム画面で検索語を入力して検索を行うと，結果表示されたレコードにはそ

れぞれどのサブジェクトゲートウェイからのレコードであるかが示されている。また，ホー

ム画面で主題カテゴリーを選択すると，その主題を扱うサブジェクトゲートウェイへ移行

するので，個別のサブジェクトゲートウェイを検索することもできる。
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RDNは，中心となるResource Discovery Network Centre（RDNC）といくつかのハブ

（hubs）で構成されている。ハブとはそれぞれ独立のサブジェクトゲートウェイのことで，
2003年3月10日現在，以下の６つのゲートウェイが参加している。

・Altis（娯楽，スポーツ，旅行）

・BIOME（健康・生命科学）

・EEVL（工学，数学，コンピュータ）

・GEsource（地理，環境）

・Humbul（人文科学）

・PSIgate（物理科学）

・SOSIG（社会科学，ビジネス，法律）

RDNCの運営は，

・UK Office for Library and Information Networking（UKOLN），バース大学

・King's College，ロンドン大学

のスタッフが行っている。RDNCはRDNの運営の他に，

・サービスの規格設定

・RDNのための情報資源収集方針の作成

・ハブの支援

なども行っている。

（５）Renardus

RenardusプロジェクトもRDNと同様に，複数のサブジェクトゲートウェイに対する横

断検索システムを提供している。Renardusは，もとは欧州連合（EU）の研究開発プログ

ラムであるInformation Society Technologies Programmeのプロジェクトの一つとして
2000年に開始された。

Renardusのホーム画面で検索語を入力して検索を行うと，RDNと同様に，結果表示さ

れたレコードにはそれぞれどのサブジェクトゲートウェイからのレコードであるかが示さ

れている。しかし，ホーム画面で主題カテゴリーを選択すると，RDNはすぐにその主題

に対応した個別のサブジェクトゲートウェイに移行するが，Renardusでは何段階か階層

を下がった後，サブジェクトゲートウェイごとに検索結果が表示される。

Renardusプロジェクトが2002年に終了した後，Renardusコンソーシアムが形成されて

活動を続けているが，実質的な運営はニーダーザクセン州立ゲッティンゲン大学図書館

（Niedersachsische Staats - und Universitatsbibliothek, Gottingen）が行っている。

Renardusで検索できるサブジェクトゲートウェイは，2003年3月11日現在，以下のもの

である。

・Anglistik Guide: Virtual Library of Anglo-American Culture - Literature（ドイツ）

・DAINet - German Agricultural information Network（ドイツ）

・Danmarks Elektroniske Forskningsbibliotek（デンマーク）

・DutchESS - Dutch Electronic Subject Service（オランダ）

・Finnish Virtual Library（フィンランド）

・Geo-Guide: Virtual Library of Earth Sciences, Geography, Thematic Maps, and

Mining（ドイツ）
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・History Guide: Virtual Library of Anglo-American Culture - History（ドイツ）

・MathGuide: Part of the Virtual Library of Mathematics（ドイツ）

・NOVAGate - Nordic Gateway to Information in Forestry, Veterinary and

Agricultural Sciences（ノルウェイ）

・Online theses（ドイツ）

・Resource Discovery Network（イギリス）

別の横断検索システムであるRDNも，Renardusに参加している。

Renardusはデューイ十進分類法（DDC）を採用しているが，各サブジェクトゲートウェ

イで使用されている分類体系をDDCにマッピングさせることを検討している。また，共

通のメタデータとして，Renardus application profileを開発中である。

（６）CORC（Cooperative Online Resource Catalog）

CORCは，OCLC（Online Computer Library Center）が1999年１月から2000年６月まで

に実施した研究開発プロジェクトで，プロジェクト終了後はOCLCのサービスとして稼働

していたが，2002年７月に他のいくつかのサービスと共にOCLC Connexionに統合された。

Connexionは，WorldCatなどのOCLCが提供するデータベースにアクセスしたり，それら

を用いて個別図書館での目録作成が行えるシステムである。WorldCatの中にインターネッ

ト情報資源も含まれている。現在はCORC単独では稼働していないが，インターネット情

報資源に関する研究開発については実質的にCORCが行ってきたものであるから，ここで

はCORCについて紹介する。

CORCでは，参加機関がそれぞれ独自の方針で収集したインターネット情報資源を集め

てCORCデータベースを構成している。分類記号や件名標目などの付与も各館に任されて

いる。したがって，総合的なサブジェクトゲートウェイといえなくもないが，CORCの意

義はサブジェクトゲートウェイの構築よりも，むしろそのための技術・経験の蓄積にある。

CORCは，OCLCが他のデータベースのために開発した技術を利用して，以下の機能を

自動的に行えるようにしている。

・書誌レコードの作成

・典拠コントロール

・URLのメンテナンス

・件名標目の付与

・パスファインダ（主題書誌）の作成

たとえば，CORCシステムにURLを入力すると，そのURLで指定される情報資源からデー

タを自動的に抽出し，書誌レコードを作成することができる。また，アメリカ議会図書館

の典拠ファイルともリンクしており，書誌レコードのデータと自動的にマッチングさせる

ことができる。こうした機能を持っていることから，CORCはサブジェクトゲートウェイ

そのものというよりは，サブジェクトゲートウェイを支援するためのツールキットとみな

されているようである。

OCLCは，CORCの前にもインターネット情報資源に関する研究開発プロジェクトを実

施している（どちらもアメリカ教育省の補助金による）。まず，1991年から1993年までの

Internet Resources Projectを立ち上げた。このプロジェクトによって，USMARCに856

フィールド（Electronic Location and Access）が創設された。続いて，1993年から1996
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年までのBuilding a Catalog of Internet Resourcesを立ち上げている。このプロジェクトで，

InterCatという実験的なデータベースが構築された（このため，InterCatプロジェクトと

も呼ばれている）。CORCプロジェクトはこのInterCatプロジェクトの発展形といえる。

InterCatデータベースのレコードがCORCデータベースでも使われている。なお，OCLC

では，InterCatとCORC以外にも，NetFirstというインターネット情報資源のデータベー

スを作成している。これは，OCLCのスタッフによって選択収集され，目録作成されたデー

タベースで，質の高い情報資源だけが収録されている。CORCがConnexionに統合された

のとほぼ同時期に，NetFirstデータベースもWorldCatに統合された。
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http:/ /www. lub. lu. se/ ～traugott/OIR-SBIG. txt

４）Place, E. International Collaboration on Internet Subject Gateways. Proceedings

of the 65th IFLA Council and General Conference. Bangkok, Thailand, August 20 -

August 28, 1999.

http:/ /www. ifla. org/ IV/ ifla65/ papers/ 009- 143e. htm
2003年3月9日確認。

５）Subject Gateways : Gateways Defined. （Renardusのページ）

http:/ /www. renardus. org/ gateway

2003年3月9日確認。
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【参考文献】

全般

・Subject Gateways（特集号）. O nline Information Review. Vol. 24, No. 1, 2000.

DESIRE

・DESIREのページ

http:/ /www. desire. org/

2003年3月9日確認。

・Worsfold, E. ; Hiom, D. The DESIRE Project : promoting and facilitating Web usage

among Europe's research community.（pre-print of an article to be published in the

journal N ew Review of Information N etworking）

http:/ /www. desire. org/ html/ aboutus/ background/ nrin/ nrin. html

2003年3月9日確認。

CORDIS

・CORDISのページ

http:/ /www. cordis. lu/ en/ src/ d＿001＿en. htm
2003年3月9日確認。

Telematic Applications Programme

・CORDISのページ

http:/ /www. cordis. lu/ en/ src/ f＿002＿en. htm
2003年3月9日確認。

・Telematic Applications Programmeのページ

http:/ /www. cordis. lu/ telematics/ home. html

2003年3月9日確認。

ROADS

・UKOLN（バース大学）が管理するROADSのページ

http:/ /www. ukoln. ac. uk/metadata/ roads/

2003年3月10日確認。

・ILRT（ブリストル大学）が管理するROADSのページ

http:/ /www. ilrt. bris. ac. uk/ roads/

2003年3月10日確認。

Access to Network Resources

・eLibプログラムのページ

http:/ /www. ukoln. ac. uk/ services/ elib/

2003年3月10日確認。

IMesh Toolkit

・ISP（ウィスコンシン大学）が管理するIMesh Toolkitのページ

http:/ / scout. wisc. edu/ research/ imeshtk/

2003年3月11日確認。

・UKOLN（バース大学）が管理するIMesh Toolkitのページ

http:/ /www. imesh. org/ toolkit/
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１．サブジェクトゲートウェイ概要

2003年3月11日確認。

・Dempsey. L. ; Gardner, T. ; Day, M. International information gateway collaboration:

report of the First IMesh Framework Workshop. D-Lib Magazine. Vol. 5, No. 12,

1999.

http:/ /www. dlib. org/ dlib/ december99/ 12dempsey. html

2003年3月11日確認。

RDN

・RDNのページ

http:/ /www. rdn. ac. uk/

2003年3月10日確認。

・Dempsey, L. The subject gateway: experiences and issues based on the emergence

of the Resource Discovery Network. O nline Information Review, Vol. 24, No. 1, 2000,

pp. 8- 23.

Renardus

・Renardusのページ

http:/ /www. renardus. org/

2003年3月11日確認。

・Heery, R. ; Carpenter, L. ; Day, M. Reardus project developments and the wider

digital library context. D-Lib Magazine. Vol. 7, No. 4, 2001.

http:/ /www. dlib. org/ dlib/ april01/ heery/ 04heery. html

2003年3月11日確認。

CORC

・CORCのページ

http:/ /www. oclc. org/ oclc/ corc/

2001年1月5日確認。2003年3月12日現在は削除されている。

・Hickey, T. B. CORC: Cooperative Online Resource Catalog. O CLC Research Report.

1998.

http:/ /www. oclc. org/ research/ publications/ arr/ 1998/ hickey/ corc. htm
2003年3月12日確認。

・Hickey, T. B. CORC: a system for gateway creation. O nline Information Review,

Vol. 24, No. 1, 2000, p. 49- 53.

InterCat，NetFirst

・InterCat Projectのページ

http:/ /www. oclc. org/ research/ projects/ intercat. shtm
2003年3月12日確認。

・CORC build on knowledge gained from InterCat and NetFirst. O CLC N ewsletter.

No. 235, 1998.

http:/ /www. oclc. org/ oclc/ new/ n235/ corc＿builds＿on＿knowledge. htm
2003年3月12日確認。

・Notice of integration of NetFirst into WorldCat. FirstSearch N ews. 2002.
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http:/ /www. oclc. org/ firstsearch/ announcements/ fs＿l＿ann＿20020701. htm
2003年3月12日確認。

OCLC Connexion

・Connexionのページ

http:/ /www. oclc. org/ connexion/

2003年3月12日確認。

18



２．DutchESS（Dutch Electronic Subject Service）

２．DutchESS（Dutch Electronic Subject Service）

２.１ URL

http:/ /www. kb. nl/ dutchess/

２.２ 作成者

作成者は，

・オランダ国立図書館（Koninklijke Bibliotheek = the National Library of the

Netherlands）

が中心となって，オランダ国内の大学図書館７機関，

・Library of the University of Amsterdam

・Library of the University of Leiden

・Library of the Erasmus University, Rotterdam

・Library of Groningen University

・Library of Maastricht University

・Library of the“Vrije Universiteit”, Amsterdam

・Library of the Technical University, Twente

が協力している。1993年に開始されたKB gopher-serviceを引き継ぐもので，２年間のプ

ロジェクト（1996- 1998）として開発され，1997年９月からサービス提供が始められた。

２.３ 対象分野・利用者

全分野を対象としており，地理的・言語的限定も設けていない。ただし，オランダの情

報資源に重点を置いている。

利用対象者は，オランダ国内の学術関係者，すなわち，高等教育に従事する研究者，教

員，学生を優先するが，ヨーロッパや国際的な学術関係者全般も視野に入れている。

２.４ 情報資源の収集

（１）発見

情報の収集，選択はDutchESS参加館の主題専門家が行うが，利用者による情報資源の

提案が可能である。ウェブページ画面左の［Add Resources］をクリックすると提案用

フォーム（図１）が表示され，提案者の情報と追加したい情報資源のURLやタイトル，

主題分野，コメントを入力するようになっている。これらの情報資源は，DutchESS主題

専門家によって通常の手順で評価される。
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（２）選択

情報資源の選択は，DutchESS参加館の主題専門家が行う。DutchESSでは，収集範囲

の方針（DutchESS Scope Policy）を定めており，情報資源作成者，難易度，種類，情報

資源の粒度，言語，有料サイトなどについて規定している（図２）。それ以外の情報資源

は自動的に排除される。収集される情報資源の種類としては，データベース，文書，イメー

ジ，FAQ，メールアーカイヴ，機関のウェブサイト，各種サービス，ソフトウェア，オー

ディオ，ユーズネット，マルチメディア・ファイルが含まれる。
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図１ DutchESSへの情報資源提案用フォーム



２．DutchESS（Dutch Electronic Subject Service）

収集範囲に該当する情報資源は，DESIRE Iプロジェクトに基づいて作成された選択の

評価基準（DutchESS Quality Criteria）に基づいて選定される（図３）。新規の情報資源

をデータベースに追加する前に，各館の編集者がこの基準に従って情報資源をチェックす

ることになっている。この基準は，

・対象範囲の方針

・評価基準

・コレクション管理方針

の３つの観点から構成される。国立図書館は，国内の文化遺産などオランダの情報資源の

選択に重点を置き，その他の参加機関は，各館の学生や研究者に重要と思われる情報資源

の選択を行う。 選定の評価は，１）情報の内容，２）形式，３）インターネットでのア

クセスを保証するためのプロセス，の３点に基づいて行われる。

１）内容：妥当性，正確性，権威，独自性，有用性，包括性，主題範囲

２）形式：ウェブサイト内でのナビゲーション，利用者支援の提供，標準化されたフォー

マットや技術の利用

３）プロセス：情報資源の健全性，サイトの健全性，システムの健全性

21

図２ DutchESS収集範囲の方針



２.５ 記述

各館の編集委員がデータベースに新規レコードの追加・変更・削除を行う。情報資源の

選択とその提供との時間差を最短にするため，単純なフォーマットを用い，目録専門家は

関わらない。各レコードは，タイトル，著者，抄録（英語のみ），分類記号（英語とオラ

ンダ語の用語付き），URL，ISSN（入手可能な場合），作成日や最新更新日，図書館用コー

ドなどの管理データフィールドから成る。ただし，情報資源で使用されている言語がタイ

トルからしか判断できないため，言語フィールドを追加予定である。リンクチェッカーが

定期的にURLが有効であるかをチェックし，その結果を作成機関に報告する。各機関は，

報告に基づいてレコードの更新を行う。フォーマットは単純なので，互換性を目的として

ダブリン・コアへマッピングすることも難しくないと考えられている。
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図３ DutchESS選択評価基準



２．DutchESS（Dutch Electronic Subject Service）

２.６ 分類

Nederlandse Basisclassificatie（Dutch Basic Classification）に基づく。これはオラン
ダ国内の大学・公立図書館に提供されているPicaの共同目録システムで使用するために考
案され，共同目録での利用と図書館間の蔵書構築の調整のために機能することを目的とし
ている。Picaではシソーラス（GOO Trefwoorden Thesaurus）を開発して使用しているが，
DutchESSではこれを使用せず，分類表に英語の用語を付加して，検索を目的とした分類
記号の付与を行っている。

２.７ 維持・管理

DutchESSサービスの技術面での管理と全体の調整は，国立図書館が行う。サービスの
方針，ガイドライン作成や開発の計画などについては，他参加機関からの調整委員と編集
委員を含めた委員会が検討を行う。情報の維持・管理に関しては，全参加機関で質の管理
やガイドラインの利用の検討，データベース中の情報資源の追加，更新，削除などを行う。

２.８ 技術

技術的には集中型データベースモデルcentral database model（国立図書館のサーバー
でデータベースとユーザ・インタフェースを管理）で，質の管理とワークフローは分散型
モデルに基づく（情報源の選択とデータベースの管理は参加館が分担責任）。維持管理の
インフラストラクチャーはHTML形式となっている。
DutchESSゲートウェイは，その他のゲートウェイとの相互運用性をはかるため，
DESIREプロジェクトで開発されたROADSソフトウェアを使用している（オランダ国立
図書館はDESIREプロジェクトに参加していた；１. ３（1）参照）。

２.９ 検索

インタフェースは，オランダ語と英語の２言語による。検索方法は，Basic Classification（以
下，BCと略す）のブラウジングとキーワード検索が用意されている。キーワード検索に
は簡易検索（Simple Search）と詳細検索（Advanced Search）があるが，いくつかのフィー
ルドの名称が異なるだけで実質的にまったく同じである。［Help］の説明によると，簡易
検索はフィールドの選択ができずすべてのフィールドを検索対象にしてしまうとあるが，
実際にはフィールドを選択することができる。おそらく，簡易検索が改良されて詳細検索
と同じことができるようになったのだが，解説がまだ修正されていないのだと思われる。
以下では，両者を区別せずキーワード検索とよぶ。
検索時に注意しなければならないのは，検索フィールドによって言語による制限がある
ことである。タイトルは原語で記述されているが，内容記述は英語のみ（ただし，BCは
英語とオランダ語の用語から検索可能）で記述されているため，タイトルを指定して検索
するのでなければ，英語を使用する必要がある。
（１）ブラウジング

ホーム画面（図４）の左側にある［Browse］ボタンをクリックすると，ブラウジングの
画面（図５）に移行する。分類表（BC）の項目を通覧することによって，DutchESSに含
まれている情報資源をブラウジングすることができる。

23



24

図５ ブラウジング画面

図４ DutchESSホーム画面



２．DutchESS（Dutch Electronic Subject Service）

この中から特定の項目（この例では06）をクリックすると，その分類記号を展開させた

リストが表示される（図６）。

さらに特定の項目（この例では06. 05）をクリックすると，その分類記号に該当する検

索結果が表示される（図７）が，何件の情報資源がリンクしているのかは表示されない。

（２）キーワード検索

キーワード検索はホーム画面（図４）で行う。検索語は［Search term］欄に入力する。

論理演算子ANDとOR，二重引用符“”を用いた句検索が可能である。また，アスタリス

ク＊を使って，部分一致検索が可能である。フィールドの選択は［Key］欄で行う。下記の

フィールドを検索対象として指定することができる。

指定なし Any word

タイトル Title word（s）

内容記述 Description

作成者Author

URL

BC主題用語 BC term

BC分類記号 BC code

レコード作成日 Creation date

25

図６ “06”をクリックして分類記号を展開

図７ “06. 05”にリンクしている情報資源のリスト



フィールドを ｢Title word（s）｣ とし，｢”information science”｣ という句を検索語とす

る場合の例を図８に示す。上述の通り，内容記述については英語で記述されるので，使用

する言語に注意する必要がある。またタイトルはほとんどが英語で記述されているもので

あるが，その他の言語も使用されている。

キーワード検索画面（ホーム画面）の左下方に，［Index］と［Description］のボタンが

ある。前者はBC分類記号順のリスト，後者はBC分類用語のアルファベット順のリストで

ある。［Index］ボタンをクリックすると，分類記号が表示される（図９）。

この中から特定の項目を選択して［Specify］をクリックすると，さらに詳細な項目を表

示させることができる（図10）。
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図８ キーワード検索画面

図９ BC分類記号索引



２．DutchESS（Dutch Electronic Subject Service）

ここで，たとえば，“06. 05”を選んで［Search］ボタンをクリックすると，検索結果が表

示される（図11）。
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図10 BC分類記号の展開

図11 “06. 05”コードにリンクされている情報資源の表示



一方，キーワード検索画面（図８）で［Description］ボタンをクリックすると，BC分類

用語のアルファベット順リストが表示される（図12）。

この中から，たとえば，“20. 52 african art”を選んで［Search］ボタンをクリックすると，

結果が表示される（図13）。検索結果は5件であった。

そのうちの２番目のレコードの詳細表示が 図14である。
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図13 “20. 52 African art”を選択した結果の簡略表示

図12 BC分類用語のアルファベット順リスト



２．DutchESS（Dutch Electronic Subject Service）

ホーム画面（図４）下に表示されている［Renardus Broker Service］（図15）をクリッ

クすると，Renardus検索画面が表示される。Renardusを使うと，DutchESSを含むその

他のヨーロッパのサブジェクトゲートウェイの横断検索が可能となる（Renardusについ

ては，1. 3（5）を参照）。

また，最近１週間に追加された新規情報資源の通覧が可能（ホーム画面左の［New

Resources］項目）で，日付順に新規追加された情報資源のタイトルと作成者が表示される。

【参考文献】

・Peereboom, M. DutchESS: Dutch Electronic Subject Service － a Dutch national

collaborative effort. O nline Information Review. Vol. 24, No. 1, 2000, p. 46- 48.
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図14 検索結果の詳細表示

図15 Renardus Broker Serviceへのリンク部分
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３．Finnish Virtual Library

３．Finnish Virtual L ibrary

３. １ URL

http:/ /www. jyu. fi/ library/ virtuaalikirjasto/ engvirli. htm

３.２ 作成者

Finnish Virtual Library（以下，FVL）は，下記のフィンランド国内の19機関が参加し

ている。

・Jyvaskyla University Library（コーディネータ）

・Central Library of Theatre and Dance

・Hanken's Library

・Helsinki University of Technology Library

・Helsinki School of Economics Library

・Jyvaskyla Polytechnic Library

・Kuopio University Library

・Library of the Centre for Urban and Regional Studies，Helsinki University of

Technology

・Library of the Finnish Literature Society

・Library of Parliament

・Library of Statistics

・Oulu University Library（WHOISS＋＋ server machineの管理者）

・Sibelius Academy Library

・STAKES Information Service

・Tampere University Library

・Finnish Social Science Data Archive

・University of Art and Design Library

・Veterinary Medicine Library，Helsinki University

・Viikki Science Library，Helsinki University

３.３ 対象分野・利用者

文化・言語・教育，社会・経済，保健・福祉，自然科学・技術の４つのカテゴリーに分

けられた約60分野が対象で，フィンランドの高等教育機関や研究分野で利用されることを

目的としている。

FVLサービスの主たる言語はフィンランド語であるが，情報資源の多くは英語で記述

されている。ただし，考古学，フィンランド史，思想史，ラップ語と文化，経済学，老人

医学，応用力学，化学－高分子構造研究，コンピュータとデータ処理，コンピュータサイ

エンス，生態学，電子工学，地質学，地理学，数学，物理学，宇宙科学研究の分野は，フィ
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ンランド語のみで提供されている。

３.４ 情報資源の収集

（１）発見

新たな情報資源の発見は，各参加機関が担当する主題分野について収集を行う。

ウェブサイトに設けられている提案用フォーム（図１）で，利用者はサービスに関する

コメントとともに，新たな情報資源の提案をすることができる。
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図１ FVLへの情報資源提案用フォーム



３．Finnish Virtual Library

（２）選択

FVLプロジェクトが作成するデータベースおよびリンク集については，日常の選択作

業でのチェックリストとして作成された選択基準（図２）に基づいて行われる。以下の４

つのカテゴリーからなる。

１）内容と質：最も重要な基準とされている。客観性，正確性，網羅性，最新性，信

用性；情報作成者について；参考文献の有無，メタデータの有無；更新頻度

２）形式とインタフェース：情報資源の種類（電子出版物，データベース，http文書

やリンク集，ニュースグループ，メーリングリスト，ftpサーバ）；ヘルプの有無

やガイドのわかりやすさ；テキストベースのインタフェースの有無

３）技術的な特徴：ロードの速さ；必要とされるソフトウェア；リンクの有効性

４）課金の有無：利用権に対して課金されるかどうかについての情報
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図２ FVLの選択基準



３.５ 記述

FVLプロジェクトが作成するデータベースはROADS/ IAFA文書テンプレートを使用し

ているが，FVL用に少し変更を加えている。

以下は，メタデータ作成で使用される項目である（［］内の語は詳細結果で表示される

項目）。

・Handle：特に指定しなければ，システムが自動的に付与。

・Title：必須。

・Alternative title：任意。

・Publisher［Julkaisiaj］：必須。

・Description（English/ Finnish）［Kuvaus］：必須。情報資源の要約を記述。

・Keywords（Finnish/ Swedish/ English）［Asiasanat］：どれか１言語が必須で，そ

の他は任意。

・Format：任意。コードを選択できるように典拠ファイルとリンクしている。

・Category［Aineistolaji］：必須。文書・刊行物・雑誌など，ソフトウェア，機関など

情報資源の種類から選択。

・Author［Tekija］：必須。

・URI：必須。

・Main-Subject：必須。約60種類の主題分野から選択。

・Subject Descriptor：必須。下位分類を記述する。典拠ファイルとリンクしている。

・Subject Descriptor Scheme：一般にUDCを使用。

・Language：コードを選択できるように典拠ファイルとリンクしている。

３.６ 分類

フィンランドでは，分類表は一般に国際十進分類法（UDC）が用いられているが，各

主題分野（というよりはデータベース）によって適切な分類表が選択・使用されている。

主題用語に関しても，各データベースで異なる件名標目表やシソーラスを用いている（統

制語の他に自然語も付与している）。なお，データベースについては3. 9で説明する。

・Jyvaskyla Virtual Library： General Finnish Thesaurus（Alcohol, Drugs and

Other Substance Abuse ; Applied Linguistics ; Anthropology and Folkloristics ;

Education; Finnish Art Music ; Hydrobiology ; Psychology ; Sports Science ;

Theatre and Danceのシソーラスを含む）

・Virtual Library Kuopio : MeSH

・Elki：デューイ十進分類法，Thesaurus of the Council of State and Eurovoc

・WebStat : OECD Marco thesaurus

・NOVAGate（これはFVLプロジェクトの作成ではない）：the Agris（FAO）subject

categoriesによる分類
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３.７ 維持・管理

情報資源のリンクチェックは定期的に行われており，ホーム画面の維持・管理は

Jyvaskyla University Libraryが行っている。

３.８ 技術

Trip Highwayソフトウェアを利用しているElkiデータベース以外は，ROADSソフト

ウェアで構築されている。

３.９ 検索

インタフェースには，フィンランド語と英語が使用されている。FVLは複数のデータ

ベースおよびリンク集（後述）から構成されており，使用する言語や記述されているメタ

データの項目も異なるため，検索時に注意が必要である。

（１）ブラウジング

ホーム画面の左側に，主題分野のリストがカテゴリー別に表示されている（図３）。こ

のカテゴリーは，文化・言語・教育，社会・経済，保健・福祉，自然科学・技術の４つに

大別されている。
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４つのカテゴリーに分配されている主題分野名をクリックすると，それぞれの分野を扱

うデータベースまたはリンク集に移行する。ここでいう ｢データベース｣ とは，キーワー

ド検索機能を備えた情報資源集のことで，これ自体がサブジェクトゲートウェイといえる。

また，｢リンク集｣ とは，キーワード検索機能を備えずブラウジングだけができる情報資

源集のことである（FVLではこれをlist-based virtual libraryと呼んでいるが，ここでは

わかりやすくリンク集と呼ぶことにする）。

データベースには以下のものが含まれている。

・Jyvaskyla Virtual Library：アルコール・薬物の不正使用，人類学，応用言語学，

建築学，インテリアデザイン，教育，フィンランドの芸術音楽，水生生物学，心理

学，スポーツ学，演劇・舞踊，情報学，図書館情報サービス，社会心理学，社会学，

ジャーナリズム，マスコミュニケーション

・Oulu University Virtual Library：思想史，考古学，生態学，物理学，地質学，老

人医学，電子工学，コンピュータとデータ処理，化学－高分子構造研究，地理学，

数学，ラップ語と文化，フィンランド史，応用力学，コンピュータサイエンス

・Virtual Library Kuopio：臨床栄養学，環境衛生，分子医学，遺伝子治療，神経科学，

看護学，薬学

・Virtual Library of Economics：経済学

・WebStat：インターネット上の統計情報

・Elki：EUや法律，政治，行政に関する情報を含む議会図書館のゲートウェイ

・NOVAGate：英語で提供されている林学，農学，食品化学，獣医学，環境学を含

む北欧5カ国のサービス

これらのデータベースは大きく４つに分けることができる。最初の４つはいずれも
｢Virtual Library｣ という名前がついている。次の２つ（WebStatとElki）は，やはり

FVLの一部であると銘打ってはいるが，最初の４つとは少し性格が異なるようである。

さらに，最後のNOVAGateは，もともとFVLの一部として作成されているものではなく，

ノルウェイで作成されている独立のサブジェクトゲートウェイである。

リンク集には以下のものが含まれている。

・Virtual Library of Energy Technology：エネルギー技術

・Virtual Library of Environmental Protection Technology：環境保護技術

・Virtual Library of Wood Processing Technology：木材加工技術

これらのリンク集にも ｢Virtual Library｣ という名称がついている。実は，上述の
｢Virtual Library｣ という名称のついている４つのデータベースは，それぞれいくつかの

リンク集をまとめて検索できるようにしたものである。各リンク集単独でもアクセスでき

るが，データベースの中では個々のリンク集は区別されていない。上に示した３つのリン

ク集はデータベースの中にまとめられず，それぞれ単独でしかアクセスできないものであ

る。なお，WebStatとElkiはFVLの一部ではあるが，リンク集をまとめたものではなくそ

れぞれ別個に作成されている。

以上のことから，ホーム画面（図３）で主題分野を選択した後，移行先がデータベース

かリンク集かで検索方法が異なる。リンク集の場合には，キーワード検索機能を備えてい

ないので，ブラウジングで情報資源を探していくことになる。たとえば，自然科学・技術
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カテゴリーの ｢Energy technology｣ を選択すると，リンク集のVirtual Library of Ener-

gy Technologyに移行する（図４）。

一方，データベースに移行した場合は，ブラウジングだけでなくキーワード検索もでき

る。ブラウジングを続ける場合は，各データベースの分類項目をたどっていくことになる

（キーワード検索については次項で説明する）。たとえば，ホーム画面で文化・言語・教

育カテゴリーの ｢Library and information science｣ を選択すると，データベースの

Jyvaskyla Virtual Libraryに移行する（図５）。左側に主題分野が示されているので，あ

らためて ｢Library and information science｣ をクリックする。以下，順に下位項目に進

んでいくと，結果が簡略表示される。図６は，｢Library and information science｣ の中で
｢Information management｣ を選択した結果である。13件のレコードが検索されたこと

が１行目に表示されている。
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図４ リンク集Virtual Library of Energy Technologyのホーム画面
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図５ データベースJyvaskyla Virtual Libraryのホーム画面

図６ データベースJyvaskyla Virtual Libraryの検索結果簡略表示
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簡略表示の中から特定のレコードを選択してクリックすると，結果が詳細表示される（図

７）。

（２）キーワード検索

キーワード検索は，（a）特定主題分野ごとの検索，（b）複数の主題分野の検索，（c）FVL

がカバーするほぼすべての主題分野にまたがる検索，の３種類がある。

（a）または（b）のキーワード検索を行うときは，まずFVLのホーム画面（図３）で特定

主題を選択し，その主題分野を扱うデータベースのホーム画面に移行する。このとき，リ

ンク集でカバーされている主題分野を選択しても，キーワード検索はできない。また，主

題分野によって扱うデータベースが異なるので，キーワード検索の方法にも違いがある。

図８は，Jyvaskyla Virtual Libraryのホーム画面におけるキーワード検索部分である（図

５に表示されている部分の下にこの部分がある）。
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図７ データベースJyvaskyla Virtual Libraryの検索結果詳細表示

図８ Jyvaskyla Virtual Libraryのホーム画面におけるキーワード検索部分



検索語入力ボックスの下に，主題分野を選択するプルダウンメニューがある。ここで特

定主題を選択すると，（a）の特定主題分野ごとの検索になる。特定主題を選択しないと，

このデータベースがカバーする分野全体の検索（つまり（b）の検索）となる。

なお，このデータベース（Jyvaskyla Virtual Library）では，情報資源の種類（すべて，

文書・刊行物・雑誌など，ソフトウェア，機関，会議・イベント，ニュースグループ・メー

リングリスト・その他のサービス，索引・データベース）を選択するプルダウンメニュー

がある。

通常，大文字・小文字の区別はなされていないが，もし指定したい場合は，［Match case］

のチェックボックスにチェックを入れる。その他に，タイトルのみの検索結果の表示を指

定するための［Display title only］のチェックボックスがある。検索語に対しては自動的に

前方一致検索が行われ，論理演算子や丸括弧を用いた検索式の作成が可能である。FVL

の各データベースで記述されているフィールドは同一ではない（つまりメタデータが異な

る）が，一般にタイトル，キーワード，キーワード（英語），発行者，内容記述が作成さ

れているので，これらのフィールドによる限定検索を行うことも可能である。例えば，
｢title = saga｣ と入力すると，タイトルフィールドに ｢saga｣ という用語を持つ情報資源

を検索することになる。

図９は，検索語に｢music｣を入力し，探したい分野は｢Library and information science｣

で，情報資源の種類を ｢document, publication, journal｣ と指定して検索した結果である。

詳細な検索結果が見たいので，タイトルのみの表示の指定は行わなかった。詳細表示には

タイトル，内容記述とURLなどが表示されている。
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図９ 特定主題分野のキーワード検索の結果表示
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一方，（c）FVLがカバーするほぼすべての主題分野にまたがる検索，を行う場合には，

FVLのホーム画面で検索語を入力する。このとき，リンク集でカバーされている主題分

野は検索の対象とならない。また，Elkiデータベースは他のデータベースと異なるソフト

ウェアを使用しているので，このデータベースがカバーする主題分野も検索の対象とはな

らない。この検索は複数のデータベース（サブジェクトゲートウェイ）を対象としている

ので，横断検索といえる。

横断検索用画面はFVLホーム画面（図３）の右半分に表示されている。検索語の入力ボッ

クスがあり，検索結果表示の形式の指定（詳細レコードの表示；タイトルのみの表示），

検索語の大文字・小文字の区別の指定について選択できる。

検索機能については，主題分野別のキーワード検索と同様で，検索語は１以上の用語を

入力できる。自動的に用語の前方一致検索が行われ，論理演算子や丸括弧を用いた検索式

の作成が可能である。横断検索では，複数のデータベースを検索することになるので，フィ

ンランド語と英語の両方を使って検索することが望ましいとされている。また，各データ

ベースで含まれている情報が異なるため，必ずしも必要な情報が提示されるとは限らない

ことも注意すべきである。上記の分野別のキーワード検索を行う方が，より正確な検索を

行うことができる。図10は ｢music｣ と入力して検索を行った結果の表示である。
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４．インターネット学術情報インデックス

４．インターネット学術情報インデックス

４.１ URL

http:/ / resource. lib. u- tokyo. ac. jp/ iri/ url＿search. cgi

４.２ 作成者

東京大学情報基盤センター（Information Technology Center, the University of

Tokyo）の図書館電子化部門が作成し，運営管理を行っている。

この情報基盤センターは，平成11年（1999年）４月１日に大型計算機センター，教育用計

算機センターおよび附属図書館の一部を改組し，新しく発足した組織である。情報メディ

ア教育部門，キャンパスネットワーキング部門，スーパーコンピューティング部門，図書

館電子化部門の４部門からなる組織で，そのうちの一つである図書館電子化部門では，東

京大学の学生および教職員の学習，教育，研究活動にとって必要不可欠な学術情報を，デ

ジタルコンテンツとしてネットワークを介して提供するとともに，学内において日々蓄積

される学術情報を，電子化，発信するためのサービスと研究開発を実施している。

インターネット学術情報インデックス（以下，IRI）は，検索インタフェースが一通り

完成した平成11年３月に，試行版として公開され，現在に至っている。

４.３ 対象分野・利用者

全分野を対象としており，とくに制限は設けていない。ただし，効率的な検索サービス

を提供するために，教育・研究上有用な情報源に限定して収集することを銘打っている。
2003年３月10日現在，収録データの総件数は約3790件である。分野別の内訳は，総記399件，

哲学241件，歴史376件，社会科学747件，自然科学1095件，技術434件，産業202件，芸術164

件，言語164件，文学333件となっている（2002年1月25日現在）。

４.４ 情報資源の収集

（１）発見

収集の手順は，以下のとおりである。
1）担当者ごとにＮＤＣ新訂９版の分類に基づき，担当分野を決める。
2）それぞれの担当分野で，下記の情報源にあたる。

・各専門分野の単行書・学術雑誌

・大学・学術機関・学会・学術出版社等のWebページ

・学術情報源を中心としたリンク集

・上記３点から得られるリンク先
3）探し出された情報源から，学術的に有用と思われるWebページを選定する。
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また，提案用フォーム（図１）を使って ｢推薦ＵＲＬ｣ の募集を行っている。

（２）選択

主に，大学・研究機関・学会・学術出版社等が提供する，信頼性の高いサイトを収集し

ている。ただし，個人的なWebページであっても，信頼性が高いと判断できる場合はで

きるだけ収録している。

収録の対象となる情報資源の種類は，

・蔵書，書誌，出版情報（特定の主題に関するもの）

・各分野に関する総合的な情報資源（各分野のコア・ページ）

・特定主題に関するリンク集など

・辞書・用語集

・データベース

などである。

選定の際の具体的な基準として，以下の10項目を考慮している。

・内容が学術的で，研究・教育に有用である。

・信頼性の高い学術情報源である（典拠などが明示されている等）。

・継続的に安定した運営がおこなわれている。

・量的にある程度充実している。

・複数の学術情報機関からリンクされている。
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・大学，研究機関，学会，学術出版者が運営している。

・企業体のサイトの場合，営利性が低く，内容が研究・教育を中心としている。

・個人のページの場合，更新頻度が高く，内容が学術的である。

・個人および特定の団体を喧伝するサイトでない。

・作者あるいは情報ソースが明示されている（匿名サイトはなるべく採用しない）。

４.５ 記述

データ記述項目は，Description of Dublin Core Elementsを参考にして，図２のように

定められている。

データのヨミ，日本語の分かち書き，区切り記号などは，NACSIS-CAT入力基準に沿っ

て処理を行なっている。それ以外に，以下のような取り決めを行っている。

・古典などのテキストの場合，［作者］はその古典の原著者名をとり，データを作成し

た人物は［他の関係者］とする。

・同一内容のページが複数の言語によって存在する場合は，それぞれの言語ごとに

データを作成する。

・データタイプの厳密な定義について：OPACはcatalogではなく，databaseに分類す

る；原典の本文を画像ファイルによって提供している場合は，imageではなくtext

に分類する。
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・リンク許可を必要とするWebページは，［権利処理］フィールドにその旨を記述し，

一括して連絡等の処理をする。

４.６ 分類・件名

日本十進分類法（NDC）新訂９版に基いて分類記号を付与している。１レコードに対

して複数の分類記号が付与されている。

統制語に関しては，米国議会図書館件名標目表（Library of Congress Subject

Headings : LCSH）20版を用いている。また，統制語以外のキーワードとして，固有名詞・

LCSHに採用されていない語，対象レコード記述に含まれることば，統制語として採用し

たことばの和訳を付与している。

４.７ 維持・管理

収録したWebページの消滅・移動への対策として，定期的なURLチェックを市販のソ

フトウェアを用いて行なっている。データの更新・追加は，その都度手作業で行う。

４.８ 技術

ファイルメーカーPro 4. 0v1（Claris Corporation）上に手作業でデータを入力している。

各フィールドをタブで区切ったテキスト形式に変換し，Linuxマシン上にコピーする。そ

して，コピーされたデータに，文字変換（S- JISからeucへ）等の加工をPerlによって書か

れたスクリプトを用いて行う。加工したデータをpostgreSQL6. 1のデータベースに入力す

る。データをサーバに移す前に，URLをキーとして重複しているデータを抽出し，重複

を取り除く作業を行っている。

検索は，Perlで書かれたCGIによって行なっている。

４.９ 検索

検索方法は，NDC新訂９版に基づく分類体系をたどって検索を行うディレクトリ方式

（ブラウジング）と，検索エンジンを用いた全文検索方式（キーワード検索）とを使うこ

とができる。それぞれの方式を単独で使用することもでき，両方を組み合わせて使用する

こともできる。

ブラウジングとキーワード検索を組み合わせる場合，まず分類の第１次区分（大分類）

で下位の項目（第２次区分）に進み，そこでキーワード検索を行う。いくつかの項目（後

述）については，さらに下位の第３次区分に進んでからキーワード検索を行うことができ

る。それ以外の項目は第２次区分までしかない。
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４．インターネット学術情報インデックス

（１）ブラウジング

ホーム画面の下半分には，大分類（NDC第１次区分）が表示されている（図３）。

特定の項目（ここでは，３:社会科学）をクリックすると，その部分の分類を展開させ

た中分類（第２次区分）のリストが表示される（図４）。
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図３ IRIホーム画面

図４ “３:社会科学”をクリックして第２次区分を表示



さらに，特定の項目（ここでは，35:統計）をクリックすると，該当項目に分類されて

いる情報資源のリストが簡略表示される（図５）。まずタイトルのアルファベット順に，

続いてタイトルの日本語ヨミの五十音順に表示される。簡略表示では，タイトル・URL・

内容の３項目が表示される。

簡略表示のリストの中から特定の情報資源を選んで［詳細］ボタンをクリックすると，情

報資源に関する書誌データが詳細表示される（図６）。

なお，階層は，中分類（NDC第２次区分）まで設定している。ただし，2003年3月18日

現在で，以下の項目に関してはデータ量が多くなったため，小分類（NDC第３次区分）

まで展開している。
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図５ “35:統計”をクリックして情報資源を簡略表示

図６ 検索結果の詳細表示



４．インターネット学術情報インデックス

・21:日本史

・33:経済

・46:生物科学・一般生物学

・49:医学

・91:日本文学

（２）キーワード検索

ブラウジング画面の上の部分がキーワード検索の画面になっている（図３，図４）。

検索語は，［タイトル］，［著者］，［キーワード］から選択できる。デフォルトでは，すべ

て選択するようになっている。ここで，［タイトル］とはデータ項目（図２）の ｢タイトル｣

と ｢タイトルよみ｣ を，［著者］は ｢作者｣ と ｢作者のよみ｣ を，そして，［キーワード］は
｢主題｣ ｢キーワード｣ ｢内容｣ を，それぞれ検索対象としている。

［言語］，［データタイプ］を指定することで，絞り込み検索を行うことできる。デフォル

トは，選択しない状態である。選択できる言語は，日本語，英語，ドイツ語，イタリア語，

中国語，韓国語，オランダ語，フランス語，ロシア語，その他の10種類である。データの

タイプとしては，電子ジャーナル，電子テキスト化された原典（原典を画像ファイルにし

たものを含む），論文・報告書等，統計資料，データベース（OPACを含む），リンク集，

目次情報，画像資料，文献目録の９種類から選択可能である。

なお，AND検索，OR検索，前方一致検索が可能である。アルファベットの大文字・小

文字の区別および日本語ヨミの入力において，かたかな・ひらがなの区別はしない。日本

語のローマ字検索はしない。

図７に，検索語として ｢回帰分析｣ を入力し，検索対象を［タイトル］と［キーワード］，

言語とデータタイプをどちらも ｢すべて｣ とし，表示件数は ｢10件｣，表示形式は ｢long｣

（［内容］も表示する）を選択した例を示す。
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図７ 検索語を入力した例



このような指定をした後，検索ボタンをクリックすると，検索結果が簡略表示される（図

８）。

各レコードの［詳細］ボタンをクリックすると，詳細表示が表示されることは，ブラウジ

ングの場合と同様である。

【参考文献】

・IRIの解説 ｢このデータベースについて｣．2002年１月25日．

http:/ / resource. lib. u- tokyo. ac. jp/ iri. h/ gaiyo. html
2003年3月18日確認。

・米田寿宏．インターネット学術情報インデックス（Index to Resources on Internet）

の現状と課題について．ACADEMIC RESO URCE GUIDE. No. 117，2001年12月．

http:/ /www. ne. jp/ asahi/ coffee/ house/ARG/ compass- 051. html
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図８ キーワード検索で得られた結果の簡略表示



５．Humbul（Humbul Humanities Hub）

５．Humbul（Humbul Humanities Hub）

５.１ URL

http:/ /www. humbul. ac. uk/

５.２ 作成者

Humbulはイギリスの Joint Information Systems Committee（JISC）と the Arts and
Humanities Research Boardの基金によるResource Discovery Network（1. 3（4）参照）サー
ビスのひとつである。目録作成協力機関は下記の通りである。
・Archaeology Data Service, University of York

・Institute of Historical Research, University of London

・LTSN Centre for English

・LTSN Centre for Philosophical & Religious Studies

・University of London Library

・Oxford Text Archive

・University of Oxford（ホスト）

５.３ 対象分野・利用者

人文科学分野を対象としており，ホーム画面では，
・人文科学一般 ・アメリカ研究 ・イギリス研究
・フランス研究 ・ドイツ研究 ・考古学
・古典 ・歴史 ・科学史，科学哲学
・言語学 ・哲学 ・写本研究
・宗教，神学 ・現代語（一般） ・博物館，図書館，古文書館
・人文科学コンピューティング

の16カテゴリーに大まかに分かれている。完全なリストを表示させると，さらに13カテゴ
リー（アフリカ研究，ケルト研究，中国研究，スペイン研究，イタリア研究，日本研究，
ラテンアメリカ研究，中東研究，ポルトガル研究，スカンディナビア研究，スラブ研究，
その他のアジア研究，その他のヨーロッパ研究）を追加した29の主題分野に区分されている。
原則としてイギリスの高等教育あるいは成人教育にたずさわる教師，研究者，図書館員，
ITおよび職員養成関係者や，人文科学分野を研究している学生を対象としている。

５.４ 情報資源の収集

（１）発見

上記の協力機関の主題専門の目録作成者によって情報の収集が行われるが，利用者に対
しても，Humbulの収集基準を満たすと思われるインターネット情報資源を紹介するよう
に呼びかけている（［Suggest a Resource］フォーム；図１）。情報発見者は，信頼のおけ
るゲートウェイ，参考資料，メーリングリスト，同僚とのコミュニケーションなど多様な
媒体から情報を得ている。
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（２）選択

Humbulでは，非常に詳細なコレクション構築方針を定めている（図２）。

対象となる情報資源は，

・人文科学分野の研究や教育に有益と見なされるもの

・高等教育や成人教育の対象者に適切と思われるもの

・Humbulが対象とするイギリスの利用者のニーズに関連するものであること

という基準を満たすことが求められる。

選択する情報資源は，できる限り特定的なものが望ましい。また情報資源は，その形式

よりも知的内容が重視される。質的評価を行う際は，

・対象となる利用者やサイトの目的の明示

・情報の正確性

・使用，引用されている情報源の信頼性

・内容や表現の独自性

を目安とする。

形式面では，

・情報資源の耐用性

・ナビゲーションや表示の明快さ

・サイトの管理

について評価することとしている。

情報提供者は，対象となる情報資源を推奨する理由を明確にする必要があり，そのため

に，判断の評価について記述することが求められる。メタデータ作成は英語で行われるが，

対象となる情報資源は英語以外の言語によるものも多い。

情報資源の種類は、以下が対象となる。
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図１ Humbulへの情報資源提案用フォーム



５．Humbul（Humbul Humanities Hub）

・JISC基金関連サービス

・主に公的基金による研究プロジェクトや報告書，また教授法や学習プロジェクトお

よび報告書

・電子媒体による一次資料

・Web上のみで出版されたか，印刷体の代替として電子媒体による二次資料

・書誌データベース

・無料で査読制度のある電子雑誌

・オンラインアーカイブを含む電子メールリスト

・イギリスの学術機関の人文学科のWebページ

・関連する主題およびその他の専門協会のWebページ

・オリジナルな内容を含む情報資源のディレクトリ

５.５ 記述

Humbulでは記述に関しても詳細なガイドを作成している（図３）。

Humbulメタデータは，ダブリンコアの15エレメントに基づいている。各レコードで必

須とされているのは，

・タイトル

・URL

・情報資源と知的内容の作成者
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図２ Humbulコレクション構築方針



・発行者

・作成者またはオンライン版情報資源の責任者の電子メールアドレス

・内容記述

・情報資源の優先言語

・Humbulの主題

・情報資源の種類

の項目である。

Humbulの主題に関しては，もっとも適切と思われる広義の主題分野を付与する。しか

しながら，例えば米国議会図書館件名標目表（LCSH）のような，より国際的な主題用語

の語彙集を用いることも可能である。地名については，Getty Thesaurus of Geographic

Place Namesを参照している。また，情報資源の種類については，RDN，Humbul，

DCMIのリストを参照している。

Humbulでは，一般利用者に対して，情報提供だけでなくメタデータ作成の協力も積極

的に推奨している。一般利用者はHumbulホーム画面上の［Register Your Interest］リンク

から登録を行い，試用期間など所定の手続きを経て目録に参加することができる。最終的

な active cataloguerになるまではHumbulの専門目録作成者が指導を行うが，active

cataloguerと認められれば，自分で責任を持ってメタデータ作成を行うことになる。
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図３ Humbul目録作成ガイド



５．Humbul（Humbul Humanities Hub）

５.６ 分類

広範な主題分野を網羅することを目的としているため，特にホーム画面では大まかな主
題の分類がなされている。より詳細な区分はHigher Education Statistics Agency（HESA）
codesが用いられている。

５.７ 維持・管理

オックスフォード大学のResearch Technology Servicesにホストがおかれ，オックス
フォード大学図書館サービスと共同で運営されている。Humbul諮問委員会がHumbulの
維持・管理や資金運用，今後の方針などについて検討・助言を行う。
目録データの維持管理は以下の２つの方法で行われる。
1）自動リンクチェッカー
2）Humbulスタッフと協力機関スタッフによる定期的なレコードのチェック
問題のあるレコードが見つかった場合は，Humbulスタッフが削除を行う

５.８ 技術

システムはPHPスクリプト，HTMLとXMLページをあわせもつMySQLを基本にしてい
る。MySQLデータベースは，限定子付きダブリンコア・メタデータにマッピングするレ
コードを蓄積している。また，メタデータを他のハブ（ゲートウェイ）と共有するために
Open Archives Initiative（OAI）プロトコルを使用している。検索に関しては，RSS
feeds（Rich Site Summary）やZ39. 50サービスを開発して利用している。Resource Dis-
covery Network（RDN）仲介サービスのResourceFinderは，RDNの全てのハブを横断検
索することができる。
Humbulは，目録構築やポータル・アーキテクチャなどの技術開発を国立機関と協力して継

続して行っている。下記は，2002年11月現在のHumbulが参加する共同プロジェクトである。
・RDN Subject Portals Project
RDNの複数のハブが共同で，認証，アカウント管理，種々のデータ集合の横断検索，
アラートサービスなどのポータルサービスを開発している。
Humbulはアクセス管理の開発を担当している。（2003年8月）
Project Partners：EEVL，BIOME，Humbul，SOSIG，RDNC

・Facet Analytical Theory in Managing Knowledge Structure for the Humanities

（FATKS）
School of Library, Archive and Information Studies, University College London

（UCL SLAIS）が中心となって，ディジタル資料の利用に対して，主題用語の多次
元ネットワークでの知識構造の開発におけるファセット分析理論の役割の可能性を
検討している。（2003年3月）
Project Partners: AHDS, Humbul, UCL SLAIS

・Resource Guide for the Arts and Humanities（RGAH）
芸術・人文科学分野の研究者のニーズに合わせたディジタル情報資源の構築に対す
るイギリスの高等教育界の認識を高めている。（継続中）

Project Partners: AHDS, Artifact, JISC, Humbul
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・MedHist Gateway
HumbulはBIOMEと共同で，MedHistと呼ばれる医学史のゲートウェイの開発を
行っている。（継続中）
Project Partners: BIOME, Humbul, Wellcome Library

・Exchange For Learning
このプロジェクトは，成人教育の利用者のためのRDNのコンテンツを開発することを
目的としている。さらに既存のレコードの一部は，成人教育で用いるレベルの情報と
主題別情報へリンクされ，主題別教材としてカリキュラムにリンクされる。（2004年）
Project Partners: Hammersmith and West London College, Humbul, RDNC,

The Sheffield College

５.９ 検索

（１）ブラウジング
ホーム画面（図４）の中程に16の主題分野が表示されている。下の方にある［See the

full list of Humbul Subjects］をクリックすると，より詳しく29の主題分野が表示される。

ホーム画面で，たとえば ｢American Studies｣ を選択して主題分野別の画面にはいると，
情報資源の種類別（プロジェクト・機関，研究関連，教授・学習関連，一次資料，二次資
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図４ Humbulホーム画面



５．Humbul（Humbul Humanities Hub）

料，書誌）のリストが，収録レコードの件数とともに表示されている（図５）。デフォル
トでは種類別リストがでてくるが，時代別，利用対象者別リストを表示することもできる
（図５の下の方）。［Search all records］を選択すると，当該主題分野内の実際のレコード
の件数を把握することができる。

特定種類（たとえば ｢Primary Sources｣）を選択すると，そこに分類されたレコード
のタイトルと内容記述が表示される（図６）。
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図５ 主題分野別画面：“America Studies の場合

図６ 情報資源の種類“Primary Sources に収録されているレコード



各レコードの詳細は［View Full Record］をクリックして表示する（図７）。

なお，ホーム画面で特定主題分野を選んだ後の各画面（図５，図６）の左横には，主題

分野名がアルファベット順に表示されている。これをクリックすることにより，他の主題

分野に移行することができる。

（２）キーワード検索

キーワード検索は，ホーム画面または主題分野別画面の上の方にある検索語入力欄を

使って行う。図８にホーム画面の検索語入力部分を示した。
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図７ 検索結果の詳細表示

図８ ホーム画面の検索語入力部分



５．Humbul（Humbul Humanities Hub）

たとえば，｢library history｣ と入力し，検索語入力欄の下にある［All］を選択すると，

入力した検索語の論理積検索 ｢library AND history｣ を実行する。同様に，［Any］は論

理和検索 ｢library OR history｣ を実行する。［Phrase］は句検索で，｢library history｣ と

いう句が含まれているレコードを検索する。いずれも，｢タイトル｣ ｢別タイトル｣ ｢内容

記述｣ のフィールドが検索対象である。

一方，主題分野別画面（図９）では，その主題分野のレコードだけを検索するか，主題

分野にかかわらずすべてのレコードを対象とするかを選択できるようになっている。後者

の場合はホーム画面での検索と同じことである。いまの例では，［Search American Stu-

dies records］と［Search all records］の選択肢が表示されている。

検索語を入力して［Go］ボタンをクリックすると，検索結果が簡略表示される（図10）。

ブラウジングの検索結果表示（図６）と少し異なり，［Subject Areas］が表示されている。

検索結果が０件の場合には，図11のようにアドバイスが表示される。
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図９ 主題分野別画面の検索語入力部分

図10 キーワード検索の結果簡略表示

図11 検索結果が０件の場合のアドバイス



いまの例では，｢American Studies｣ という主題分野で ｢library history｣ という句が

含まれているレコードを検索しようとしたのだが，結果は０件であった。そこで，

・主題分野に限定しないで検索する

・句検索ではなく論理積検索をする

・句検索ではなく論理和検索をする

・RDNを使って他のサブジェクトゲートウェイも含めた横断検索をする

などの代替案が提示されている。

以上のブラウジングおよびキーワード検索の他に，新しくHumbulデータベースに追加

された情報を知りたい場合は，ホーム画面（図４）の左側にある［New resources this week］

をクリックすると，過去２週間または今週追加されたカテゴリー別の最新情報を見ること

ができる。

また，同じくホーム画面の左側にある［Humbul Topics］をクリックすると，ある特定の

テーマについて複数主題間で関連する情報資源を集めたリストが表示される。これは，

Humbulのスタッフや外部に依頼して作成されている。利用者は［Feedback］のフォームを

使って，関心のあるテーマをリクエストすることができる。こうした機能を利用して，

Humbulに蓄積されている様々な情報にアクセスすることができる。

５. 10 その他

主題別にインターネット検索用のチュートリアルが提供されている（［RDN Virtual

Training Suite］）。自主学習用の１時間以内のもので，特定分野でのインターネット情報

スキルを学ぶためのものである。ある主題の主要な情報資源の紹介，インターネット検索

技術を高める方法，情報の評価，教育や研究でのインターネットの利用について指導が行

われる。

［My Humbul］は個人別のサービスである。［My Humbul Login］で登録を行うと，｢My

Humbul Alert｣ や ｢My Humbul Include｣ の機能が利用できる。

My Humbul Alertサービスは２つの主要な機能を持っている。

・選択した主題分野について，新しい情報資源を週に1回電子メールで知らせる

（Subject-based alerting）

・以前保存した検索に適合する新しい情報資源を週に1回電子メールで知らせる

（Search-based alerting）

My Humbul Includeは，人文科学分野のオンライン情報資源を自分のWebページで紹

介・リンクしている利用者や，当該分野の研究者や学生に情報提供を支援している利用者

に対して，Humbulのレコードを直接その利用者のWebページにリンクすることによって

解題付きのリンクを提供することができる。リンクの際には，データの表示方法を選んだ

り，データの記述を自分の好みで変更したりすることも可能である。

今後よりよいサービスを展開するために，利用者からの意見を受け付けるための機能と

して，［Feedback form］が用意されている。

UKOLNが開発したRSS-express-liteサービスは，利用者が自分のWebページにHumbulに

60



５．Humbul（Humbul Humanities Hub）

掲載された最新情報を表示することができる機能を提供するものである。カテゴリー別に

リンクすることが可能で，各カテゴリーから最新の15の情報資源記述が表示される。

［RDN FE Case Studies］は，成人教育を支援するためのサービスのひとつで，特定主題

分野や特定の科目で，教員がどのようにしてRDNの主題別情報資源を利用することがで

きるのかについて106の例示を作成したものである。人文科学分野では，英語，フランス語，

歴史に関しての例示がある。
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６．PORT（Maritime Information Gateway）

６．PORT（Maritime Information Gateway）

６.１ URL

http:/ /www. port. nmm. ac. uk/

６.２ 作成者
PORTは，英国の国立海洋博物館（National Maritime Museum；以下NMMと表記）が，

ブリストル大学のInstitute for Learning and Research Technology（ILRT）の協力もとで

作成した。

６.３ 対象分野・利用者

対象分野は海洋に関するもので，英国の情報が中心ではあるが，地理的な制約を設けて

いるわけではない。ただし，言語は英語で作成されたものに限られている。

海洋に関するインターネット情報資源に関心を持つすべての利用者，すなわち，高等教

育に携わる教員や学生，博物館のスタッフや見学者，学校の教員，愛好家，商用的利用者

などを対象としている。

６.４ 情報資源の収集

（１）発見

海洋に関連する情報資源を，NMMのPORT Information Providerが収集している。そ

の他，利用者からの投稿も呼びかけている（図１）。その際，次項で説明する収集範囲の

方針・選択基準に基づいた情報資源だけが採用される。

（２）選択

収集範囲の方針・選択基準（Scope and Resource Selection Criteria）を設けているが，

最終的にはPORT Information Providerの判断で情報資源の質が評価されると断っている。

収集範囲については，広範囲のコミュニティを対象としているため，収集する情報資源

の内容やレベルも大人や教員が使えるようなものにしている。すなわち，学術的な目的に

も一般的な目的にも対応できるような，様々なレベルの情報を集めている。ただし，特定

の意見や偏見を含むと思われるものは除外している。

PORTに含まれる情報資源は，ドキュメントとサービスとに分類することができる。ド

キュメントの方に含まれるのは，書誌，会議録，FAQ，政府刊行物，論文・レポート，

参考資料，Web上の出版物である。サービスに含まれるのは，書誌データベース，論文集，

企業，データ，教育資料，政府組織，メーリングリスト・ニューズグループ，情報資源案

内，雑誌（全文／目次），研究プロジェクト，美術館，出版社である。

選択基準に関しては，1996年のDESIREプロジェクト（1. 3（1）参照）の際に設定された

基準を用いている。この基準は，内容面，形式面，プロセス面の３つの分類される。それ

ぞれの基準は，以下のとおりである。
1）内容面での基準：情報の妥当性に対する評価
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・情報資源の権威や評判

・永続性

・正確さ

・包括性

・独自性

・構成
2）形式面での基準：メディアの評価

・ナビゲーションのしやすさ

・利用者支援の提供

・認知されている標準（規格）の使用

・技術の適切な使用

・見た目の美しさ
3）プロセス面での基準：システムの評価

・情報の健全性（プロバイダの問題として）

・サイトの健全性（ウェブマスター／サイト管理者の問題として）

・システムの健全性（システム管理者の問題として）
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６．PORT（Maritime Information Gateway）

６.５ 記述

各データに関して，少なくとも，｢タイトル｣，｢URL｣，｢情報資源に対して責任を持つ
べき個人／組織｣ の３つの要素は記述する。それに加えて，利用の際に障害となり得るも
のを記述するようにしている。具体的には，以下のようなものである。
・特別なコストがかかるもの
・java scriptやframeなど，情報資源を利用する際に特定の技術が必要なもの
・利用する前に登録の必要なもの
・セキュリティの関係でコード化されるシステムが使われているもの

６.６ 分類

国際十進分類法（以下，UDC）1993年版とも対応させながら，以下のような分類を行っ
ている（カッコ内は，UDCの分類記号）。
・芸術（7）
・伝記（929）
・教育（37）
・環境（504, 55, 574）
・漁業（639, 799）
・政府，法（34）
・健康，安全（61, 627. 77）
・水力技術（622. 77, 626/ 7）
・国際関係，移民（314. 7, 325- 7）
・海軍（623, 35- 359）
・美術館（069（26））
・ナビゲーション（527）
・レクリエーション，スポーツ（79）
・参考業務（01- 03, 09）
・貿易（656, 339）
・旅行（91）
・水中考古学（902）
・船舶技術（629. 5, 623. 8/ . 9）

６.７ 維持・管理

NMMの職員が情報資源を収集し，記述を作成している。

６.８ 技術

PORTは，ROADSプロジェクト（1. 3（2）参照）で開発されたサブジェクトゲートウェ
イ用のソフトウェアを使って構築されている。

６.９ 検索方法

ブラウジング，キーワード検索，サーチエンジンの３種類がある。
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（１）ブラウジング

ブラウジングには，主題によるものと年代によるものの２種類がある。

主題によるブラウジングには，ホーム画面（図２）の中程に表示されている主題分類（6. 6

参照）の項目［Browse subjct category］を利用する。

特定の主題カテゴリー（ここでは，｢Military Affairs & Navel Forces｣ を選択）をクリッ

クすると，そのカテゴリーに含まれる情報資源のリストが表示される（図３）。

66

図２ PORTのホーム画面：主題によるブラウジング項目

図３ 主題によるブラウジングの結果簡略表示



６．PORT（Maritime Information Gateway）

タイトルをクリックすると，情報資源の書誌記述が詳細表示される（図４）。タイトル
の前の◎印をクリックすると，そのまま情報資源へ飛ぶことができる。

年代によるブラウジングは，ホーム画面の，主題によるブラウジングの項目［Browse
subjct category］の下にある［Browse historical period］を利用する（図５）。｢Ancient
History｣，｢Middle age｣，および ｢16th Century｣ から ｢21st Century｣ まで１世紀ごと，
というように分類されている。

（２）キーワード検索
キーワード検索には，簡易検索と詳細検索がある。
簡易検索は，ホーム画面（図２）のキーワード入力欄に検索語（ここでは，｢voyages
or exploration｣）を入力し，［Search database］ボタンをクリックする（図６）。検索には，
論理積（AND），論理和（OR），論理差（NOT）が使用できる。演算は左から順に実行
される。演算の優先順序を変えるときは括弧（ ）を使用する。

キーワード検索欄の下の［Show Descriptions］を選択すると（デフォルトでは，この
［Show Descriptions］が選択されている），結果が詳細表示される（図７）。これはブラウ
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図４ 主題によるブラウジングの結果詳細表示

図５ 年代によるブラウジング項目

図６ ホーム画面のキーワード簡易検索部分



ジングの場合の詳細表示（図４）と同じ形式だが，検索されたレコードが全件出力される

点と，最上段に検索式が表示される点が異なる。

また，図６で［Titles Only］を選択すると，結果が簡略表示される（図８）。これもブラウ

ジングの場合の簡略表示（図３）と同じ形式であるが，ブラウジングの場合は最上段に分

類カテゴリーが表示されたのに対して，キーワード検索の場合は検索式が表示されている。

また，ブラウジングの場合は検索件数が表示されていなかったが，キーワード検索の場合

は検索件数も表示されている。タイトルをクリックすると詳細表示に，また，タイトルの

前の◎をクリックすると情報資源自体に移行するのはブラウジングの場合と同じである。

簡易検索画面（図６）において［advanced search form］をクリックすると，詳細検索

画面に移行する（図９）。
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図７ キーワード簡易検索の結果詳細表示

図８ キーワード簡易検索の結果簡略表示



６．PORT（Maritime Information Gateway）

キーワード入力欄［Search Term］に ｢voyages or exploration｣ と入力して［Search］をク

リックすると，結果が詳細表示される（図10）。なお，論理積，論理和，論理差について

は簡易検索の場合と同じである。また，［Titles Only］を選択すると結果が簡略表示される。

この結果表示は，簡易検索の場合（図７）と同じ形式だが，最上段の検索式の部分と検

索件数が異なっている。
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図９ キーワード詳細検索画面

図10 キーワード詳細検索の結果詳細表示



まず検索件数であるが，簡易検索の場合は436件だったのに対して，詳細検索の場合は335

件である。ここで，詳細検索の画面（図９）で［Stemming］にチェックをつけて検索する

と436件になり，簡易検索の場合と一致する。つまり，簡易検索では自動的にStemming

を行っていることになる。Stemmingとは前方一致検索のことである。

次に検索式であるが，簡易検索の場合は ｢voyages or exploration｣ となっているのに対

して，詳細検索の場合は ｢any =voyages or any =exploration｣ となっている。ここまでは

どちらも同じことを意味している。ここで，詳細検索画面で［Resource type］欄の右端に

ある下向き三角形をクリックすると，情報資源の種類がプルダウン表示される（図11）。

たとえば，｢Bibliographic database｣ を選択して検索すると，図12の結果が得られる。
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図11 キーワード詳細検索画面における情報資源の種類

図12 キーワード詳細検索において情報資源の種類を選択して検索した結果



６．PORT（Maritime Information Gateway）

検索式を見ると，｢（any=voyages or any=exploration）and（category=database）｣となっ

ている。後半の ｢category=database｣ が情報資源の種類をBibliographic databaseに限定

している。

なお，詳細検索画面から簡易検索画面に戻るには，画面の上部にあるメニュー（図13）

左端の［Search］をクリックする。

すると，簡易検索画面に移行する（図14）。ただし，これはホーム画面の簡易検索部分

（図６）とは異なる（内容は同じ）。

（３）サーチエンジン

キーワード検索画面（図９，図14）の［PORT search engine］をクリックすると，サー

チエンジン画面が表示される（図15）。これはブラウジングやキーワード検索の対象であ

るサブジェクトゲートウェイとは独立している。サブジェクトゲートウェイはNMMの専

門家が情報資源を収集しているが，サーチエンジンの情報資源はロボットが収集している

ので，レコード数は多いが，質は必ずしも保証されていない。
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図13 メニュー部分

図14 キーワード簡易検索画面

図15 PORTサーチエンジン画面
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７．OMNI（Organising Medical Networked Information）

７．OMNI（Organising Medical Networked Information）

７.１ URL

http:/ / omni. ac. uk/

７.２ 作成者

OMNIは，

・University of Nottingham Greenfield Medical Library

を中心として，

・University of Nottingham

・Royal Free and University College Medical School of UCL

・Royal Free Hamstead NHS Trust

およびその他の機関の情報専門家と主題専門家が協力して作成している。

もともとはthe Joint Information Systems Committee（JICS）が募集し資金提供を行っ

たthe Electronic Libraries Programme（eLib）という研究開発プログラムの，the Access

to Networked Resourcesセクションにおけるプロジェクトの一つとして作成された（この

セクションにはROADSプロジェクトも含まれている：1. 3（2）参照）。後に，このeLibプ

ログラムの発展形として設立された横断検索システムRDN（Resource Discovery

Network：1. 3（4）参照）のハブの一つとして，OMNIを含む生命科学関連の横断検索シス

テムであるBIOMEが作成された。つまり，現在OMNIはBIOMEという横断検索システム

の一つであり，そのBIOMEはRDNという横断検索システムの一つのハブである。

OMNIは，英国保健省，Centre for Health Information Quality（英国のインターネッ

ト上の医療情報の質を高めることを目的とした団体），英国図書館や複数の大学を含む機

関からなる諮問グループから助言を受けている。主題範囲が近接していることから，同じ

BIOMEに属するサブジェクトゲートウェイのNMAP（Nursing, Midwifery and Allied

health Professions）とBioResearchの諮問グループと共同で運営されている。

７.３ 対象分野・利用者

保健医療分野全般を対象としている。また，OMNIには看護，助産学，医療関連職分野

を対象とするNMAPが含まれている（NMAP独自でも検索できるが，OMNIの中にも取

り込まれている）。

利用対象者としては，英国国内で医療関係に従事している医師，臨床医，一般医，医療

情報を探している一般大衆，患者，製薬会社，保健医療の教育や研究に関わる研究者，学

生，大学関係者などを対象としている。NMAPについては，看護士，助産婦，物理療法士，

放射線技師，言語療法士，看護学や医療関連職分野の教育や研究に関わる研究者，学生，

大学関係者などを対象としている。
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７.４ 情報資源の収集

（１）発見

情報の選択と評価については，作成機関の情報専門家とともに，The Royal College of

Surgeons of EnglandとThe German National Library of Medicineが情報提供を行ってい

る。情報専門家が健康，生命科学分野の新しい情報資源の発見について参照するための情

報源を，コレクション方針（BIOME Collections Policy）の中であげている。以下に

BIOME全体とOMNIに関する部分を示す。

（ａ）BIOMEの一般的な情報源

メーリングリスト

・New-lists LISTSERV＠HYPATIA. CS.WISC. EDUへメッセージを送付すること

・Lis-iis http:/ /www. jiscmail. ac. uk/ lists/ lis- iis. html

Eメール配布リストやEメール刊行物

・Scout Report http:/ / scout. cs. wisc. edu/

・Internet Resources Newsletter

主題目録

・Argus Clearinghouse http:/ /www. clearinghouse. net/

（ｂ）OMNIに関する情報源

メーリングリスト

・Lis-medical http:/ /www. jiscmail. ac. uk/ lists/ lis-medical. html

・Evidence-based-health

http:/ /www. jiscmail. ac. uk/ lists/ evidence-based-health. html

・Info-allied-health http:/ /www. jiscmail. ac. uk/ lists/ info- allied-health. html

・NeLH http:/ /www.mailbase. ac. uk/ lists/ nelh/

・BUBL Journal update list for medical/ health additions

http:/ /www. jiscmail. ac. uk/ lists/ lis-bubl- e2. html

Eメール配布リストやEメール刊行物

・BMJ Customised Alerts - World Wide Web

http:/ / bmj. com/ cgi/ collection/WWW

医学分野のゲートウェイおよび主要サイト

・Health on the Net http:/ /www. hon. ch/

・CliniWeb http:/ /www. ohsu. edu/ cliniweb/

・HealthWeb http:/ / healthweb. org/

・Karolinska Institute http:/ /www.mic. ki. se/Other. html

・MedWeb http:/ /WWW.MedWeb. Emory. Edu/MedWeb/

・HealthFinder http:/ /www. healthfinder. gov/

・BUBL LINK http:/ / link. bubl. ac. uk/medicine/

・Public Health Genetics Unit links

http:/ /www.medschl. cam. ac. uk/ phgu/ links/ links. asp

・UK Department of Health http:/ /www. doh. gov. uk/
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７．OMNI（Organising Medical Networked Information）

その他に，一般利用者が［Submit a Site］フォームを使って，OMNIに含むべきであると

思われる情報資源の情報を提供することができる（図１）。

（２）選択

選択方針は，評価ガイドライン（BIOME Evaluation Guidelines）に則っている。この

ガイドラインはいくつかの文書で構成されている。その中で，『情報資源の質に及ぼす要

因（Factors affecting the quality of an information source）』では，要因を以下のように

列挙している。

文脈的な要因

・情報の対象範囲や対象利用者

・作成者の権威，評判

・どのようにほかの情報資源を比較しているか

内容

・収録範囲

・正確性

・最新性

形式

・アクセス可能性
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図１ OMNIへの情報資源提案用フォーム



・デザイン
・使いやすさ

また，『情報資源の評価方法（How to evaluate an Internet-based information source）』
（図２）では，評価方法を手順を踏んで詳しく説明している。

BIOMEのその他のサービスと重複しないように，また，個人によるホームページ，商
業的な情報資源，リンク集，ローカルな情報に限られているもの，最新ではないもの，イ
ギリス国内からアクセスできないもの，英語以外の言語によるものなどについて，OMNI

で含むべきものとそうでないものを詳しく定めている。代替療法（alternative therapies）
に関しては，その性質上，別にOMNI/NMAP evaluation guidelines for information
relating to complementary and alternative therapiesを定めている。
選択する情報資源の種類は，メーリングリスト，ソフトウェア，雑誌（目次や抄録，フルテ
キスト），書誌データベース，ファクトデータベース，文書・報告書類，図書，リンク集，
機関などのWebサイト，教材，ニュース・サービス，ポジションペーパー，実践的なガイドラ
イン，体系的なレビューの行われている情報資源，患者向けのリーフレットとしている。

７.５ 記述

メタデータの記述には，RTNGテンプレートが使用される。
記述の方法は，目録規則（Cataloguing Rules for the BIOME Service: a Procedural
Manual：図３）に則っている。この規則は，ADAM（the Art, Design, Architecture &
Media Information Gateway）目録規則に基づいている（ADAMもeLibプログラムのthe
Access to Networked Resourcesセクションにおけるプロジェクトの一つとして作成され
たサブジェクトゲートウェイ）。基本的に，英米目録規則（Anglo American Cataloguing
Rules，1988 revision（AACR2）），およびNancy Olson．Cataloguing Internet Resources: A
Manual and Practical Guide を引用しているが，BIOMEで収集される情報資源の特性に

適するように修正されている。
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図２ 情報資源の評価方法



７．OMNI（Organising Medical Networked Information）

７.６ 分類

米国国立医学図書館（National Library of Medicine：NLM）分類表を用いている。ま

た主題用語は医学件名標目（Medical Subject Headings：MeSH）を付与している。いず

れもブラウジングに利用されている。

７.７ 維持・管理

目録については，下記の２つの手段で情報の管理を行っている。

・自動リンクチェッカー

これでチェックされた機能していないURLは削除される。

・BIOME作成者による9ヶ月毎のテンプレートのレビュー

内容の記述を情報源と比較してチェックしている。
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図３ 目録規則



情報資源の評価手順の明確化や，ガイドラインの作成に関しては，BIOME Special
Advisory Group on Evaluation（SAGE）が継続的に検討を行っている。SAGEは，情報
の品質に関する専門家とBIOMEを構成する各ゲートウェイの代表者から構成されている。

７.８ 技術
OMNIは，ROADSプロジェクト（1. 3（2）参照）で開発されたサブジェクトゲートウェ
イ用のソフトウェアを使って構築されている。

７.９ 検索
検索手段として，ブラウジングとキーワード検索が用意されている。キーワード検索は，
簡易検索Simple searchと詳細検索Advanced searchがある。また，詳細検索にはBIOME

に含まれるBioResearchというサブジェクトゲートウェイとの横断検索が用意されている。
（１）ブラウジング

ブラウジングは，NLM分類表をもとにした項目のリスト（NLM subject headings）と
MeSHを選択することができるようになっている（図４）。

NLMを選択すると，主題用語がアルファベット順に表示される（図５）。
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図４ ブラウジング選択画面

 

図５ NLM subject headings



７．OMNI（Organising Medical Networked Information）

特定の用語をクリックすると，それに関連する情報資源が表示される（図６）。

図４において，MeSHの方を選択すると，図７のようにMeSHの主題用語がアルファベッ

ト順に表示される。
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図６ NLM subject headingsの検索結果

図７ MeSH headings



特定の用語をクリックすると，それに関連する情報資源が表示される（図８）。

MeSHによる検索結果では，情報資源の記述の前に，選択した用語の細目のついた形と，

広義語，狭義語，関連語も表示される。また，各レコードに付与されているMeSH用語に

はリンクが張られており，その用語が付与されている情報資源を検索することができる。

（２）キーワード検索

キーワード検索には簡易検索と詳細検索がある。簡易検索はホーム画面で行う（図９）。
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図８ MeSH headingsの検索結果

図９ 簡易検索画面（OMNIホーム画面）



７．OMNI（Organising Medical Networked Information）

検索語を入力し，［Search］をクリックすると，図10のように結果が表示される。

検索は，タイトル，内容記述，キーワードの各フィールドに入力された語を含むものを

探す。句を入力したいときは，二重引用符“”の中に語を入力する。論理演算子の使用も

可能で，ANDとOR，丸括弧（）を組み合わせて検索式を作ることができる。入力語は自

動的に前方一致検索となる。各検索結果には，情報資源のタイトルと内容記述および

MeSH用語が示されている。

簡易検索画面（図９）で［Advanced Search］をクリックすると，詳細検索画面に移行す

る（図11）。

詳細検索では，検索時に以下を指定することができる。
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図10 簡易検索の結果表示

 

図11 詳細検索画面



・情報資源の種類の選択
メーリングリスト，ソフトウェア，雑誌（目次，抄録），雑誌（フルテキスト），書誌デー
タベース，ファクトデータベース，文書・報告書類，図書，リンク集，機関などの

Webサイト，教材（テュートリアルなど），ニュース・サービス，ポジションペーパー，
実践的なガイドライン，体系的なレビューの行われている情報資源，患者向けの症
状・病気に関するリーフレット，何でもよい（Any），から選ぶことができる。

・BioResearchとOMNIの横断検索
この機能は，OMNIがBIOMEの一つのサブジェクトゲートウェイとなり，当初は
対象としていた生物学および生物医学分野の情報を含まなくなったため，保健医療
および生物学研究の情報を検索したい利用者のために設けられた。なお，BIOME

に移行する（OMNIの画面上にあるBIOMEロゴをクリック）と，BIOMEに含まれ
るすべてのゲートウェイの横断検索が可能である。
・部分一致検索の使用の指定
・イギリス国内の情報資源のみの指定
・表示オプション
１画面に表示させる検索結果数や検索結果の最大数の指定；検索結果のソートの方
法；タイトルのみの表示の指定

例として，検索語は簡易検索と同様に ｢”head lice”｣ という句を入力して，情報資源の
種類には患者向けのリーフレット（Patient information leaflet）を選び，英国内のみに限
定して検索を行った。簡易検索の結果（図10）と比べて，検索結果はかなり絞られている
ことがわかる（図12）。
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図12 詳細検索の結果表示



８．Internet Library for Librarians

８．Internet L ibrary for L ibrarians

８. １ URL

http:/ /www. itcompany. com/ inforetriever/

８.２ 作成者

Internet Library for Librarians（以下，ILL）は，InfoWorks Technology Companyと
いう企業がサービスを提供している。この会社は，ソフトウェアやインターネットアプリ
ケーションの開発，データベースの構築，図書館やアーカイブの管理システム・サービス
の提供などを業務内容としており，その一環としてILLを運営している。
ILLは1994年＊）にVianne Sha氏が作成した。それを1998年にInfoWorks Technology

Companyが図書館員向けに公開した。ILLの創設者であり，ウェブマスターであった
Vianne Sha氏は2001年6月まで運営に携わっていたが，2002年1月のサイトリニューアル
以降は， InfoWorks Technology Companyの Internet Library for Librarians Editorial
Teamが運営管理を行っている。現在の主任編集者はLilian Lai氏である。

＊ILLの概要には1999年という記述が見られるが，InfoWorks Technology Companyが公開したのは1998年

であるから，概要の数字は間違いと思われる。画面上部のサブジェクトゲートウェイの名称の下に“1994

年よりサービスを提供”と銘打ってあることから，Vianne Sha氏が作成したのは1994年であると判断した。

８.３ 対象分野・利用者

ILLは，図書館員が自分の仕事に関連するインターネット情報資源を探す際に役立つよ
うに構成された情報ポータルである。経験の浅い図書館員にも，また経験豊かな図書館員
にも有用なツールであると唱っている。Library of CongressやOCLCを始めとする何百も
の図書館や各種機関によってリンクされている。

８.４ 情報資源の収集

すべての情報資源が図書館員によって，推薦，選択，レビューされている。選択方針や
評価基準は明記されていない。
利用者は自分のページやその他のページを推薦することができる。推薦用のフォーム（図
１）が設定されており，
・タイトル
・URL

・内容記述
・キーワード（４つ）
・連絡先

の５項目を入力し，送信するようになっている。原則として自由に記述することができる
が，タイトルや内容記述の項目に ｢We're Number One｣ であるとか ｢The Best Site on
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the Internet｣ というようなスローガン的表現を入れてはいけない。また，内容記述につ
いては，InfoWorks Technology Companyの方で修正追加する権利を有している。

８.５ 記述

目録規則は明記されていない。検索結果をみると，基本的に以下の項目が記載されている。
・タイトル
・作成者（creator）
・内容記述
・協力者（contributors）
・出版者
・E-Mail

・キーワード
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図１ ILLへの情報資源提案用フォーム



８．Internet Library for Librarians

一部の情報資源，たとえば電子雑誌に関する情報資源の場合は，上記の項目の他に，
・収録範囲
・連絡先（contact）

が，また，出版社・書店に関する情報資源の場合は，
・所在地
・電話
・ファックス

が記載されている。
どのレコードにおいても，タイトル，内容記述，キーワードは必ず記載されている。

８.６ 分類

全体が，｢Ready Reference｣，｢Librarianship｣，｢Accessories｣ という３つのカテゴリー
に分類されている。
Ready Referenceには，
・年鑑，統計類 ・書誌
・辞書，シソーラス，引用句事典 ・ディレクトリ
・百科事典 ・地図，旅行案内
・ニュース，天気

などレファレンス関係の情報資源が分類されている。
Librarianshipには，
・選書，蔵書構築 ・管理，運営
・機械化 ・図書管理用教育
・目録 ・児童，青少年サービス
・貸出，相互貸借 ・障害者サービス
・官公庁資料 ・レファレンス

など，図書館業務や図書館資料に関係する情報資源が分類されている。
Accessoriesには，
・図書館員のためのインターネットツール
・インターネット上の図書館 ・図書館協会
・図書館機械化システム ・書誌ユーティリティ
・図書館関係の電子メールリスト，ニュースグループ
・図書館への補助金 ・就職関係
・図書館関係雑誌 ・OPAC

・図書館関係プロジェクト ・図書館学校，教育，在職者教育
・図書館関係ソフトウェア
・図書館関係ベンダー（出版者，データベースベンダーなど）

など，図書館員がインターネットを扱う際に有用な情報資源が分類されている。

８.７ 維持・管理

｢8. 2 作成者｣ にも書いたように，現在はInfoWorks Technology CompanyのInternet
Library for Librarians Editorial Teamが運営管理を行っている。
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８.８ 技術

特に明記されていない。

８.９ 検索

検索方法としては，ブラウジングとキーワード検索とがある。
（１）ブラウジング

収集されたインターネット情報資源は，｢8. 6 分類｣で述べたように，｢Ready Reference｣，
｢Librarianship｣，｢Accessories｣ という３つのカテゴリーに分類されているが，ホーム
画面にそれぞれのカテゴリーとカテゴリーに含まれる分類項目がリストされている（図２）。

大部分の分類項目は小項目に分けられているが，小項目のないものもある（たとえば，
中央の欄Librarianshipの最初の項目Ace General Sites）。小項目がある分類項目の場合は，
小項目をクリックすると情報資源のリストが表示される。小項目のない分類項目の場合は，
分類項目自体をクリックすると情報資源のリストが表示される。図３に，分類項目
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図２ Internet Library for Librariansのホーム画面上の分類項目部分



８．Internet Library for Librarians

｢Acquisitions/ Serials/ Collection Development｣ 中の小項目 ｢Acquisitions of foreign
materials｣ をクリックした結果を示した。

小項目を選択すると，その中がさらに細分されている場合もある。図４は，分類項目
｢Acquisitions/ Serials/ Collection Development｣ 中の小項目 ｢Book and non-book re-
view services｣ をクリックした場合である。｢Book Awards｣ ｢Book Reviews｣ などに細
分されている。この細目をクリックすると，情報資源のリストが表示される。

ところで，どの分類項目にも小項目 ｢Introduction｣ が必ず含まれている。これは，当
該分類項目がどのような内容かを説明している項目である（図５）。
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図３ ブラウジングの検索結果

 

図４ 小項目の中がさらに細分されている場合

図５ 小項目 ｢Introduction｣ の例



また，大部分の分類項目に小項目 ｢General Resources｣ が含まれている。ここには，

当該分類項目の一般的・全体的なインターネット情報資源が含まれている。

（２）キーワード検索

ホーム画面にあるキーワード入力欄（図６）に検索語を入力して，［search］ボタンをク

リックする。検索語を複数入力する際には，論理演算子ANDとORを使用することができ

る。句検索を行う場合は，検索語全体を“ ”（引用符）で囲む。

たとえば，｢”library collection”｣ と入力して検索を行うと，図７の結果を得る。実は，

ここに表示されているのは，Internet Library for Librariansの分類項目（小項目も含む）

である。たとえば，最初の ｢Library Automated Systems｣ は，カテゴリー ｢Accessories｣

の４番目の分類項目である（図２参照）。この中の特定の項目を選択すると，ブラウジン

グでその項目を選択した場合と同じ結果が得られる。
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図６ Internet Library for Librariansのホーム画面上のキーワード検索部分

図７ 検索結果の表示



８．Internet Library for Librarians

このように，このキーワード検索は，情報資源自体を検索するのではなく，分類項目（ま

たは小項目）を検索するのである。したがって，Internet Library for Librariansのキー

ワード検索はブラウジングを補助するためのものであって，他のサブジェクトゲートウェ

イにおけるキーワード検索の機能は備えていないといえる。
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９．サブジェクトゲートウェイ一覧

９．サブジェクトゲートウェイ一覧

ここにあげたサブジェクトゲートウェイのリストは網羅的なものではない。｢（１）リン

ク集｣（特にPINAKES）に収録されているサブジェクトゲートウェイを中心にまとめた

ものである。便宜上，以下のように分類した（ただし，（１）のリンク集自体はサブジェ

クトゲートウェイではない）。

（１）リンク集

サブジェクトゲートウェイへのリンク集を掲載するサイト。

（２）横断検索

複数のサブジェクトゲートウェイを横断検索するシステム。ここには全分野

を対象とする横断検索システムを入れる。特定分野を対象とする横断検索シ

ステムは（４）～（７）に入れる。

（３）総合領域

全領域を扱うサブジェクトゲートウェイ。

（４）自然科学

自然科学を扱うサブジェクトゲートウェイ。

科学全般，数学，物理学，化学，地球科学，天文学，生物学，植物学，

昆虫学，科学史，科学と社会，科学政策，科学コミュニケーション

（５）応用科学

応用科学を扱うサブジェクトゲートウェイ。

工学全般，コンピュータ，電子資料の保存，分析技術，建築，住宅，設計，

土木，都市計画，開発，歴史的遺産，人文地理学，自然地理学，地質学，

環境，風景，自然災害，交通，地図，地理情報システム，リモートセン

シング，航空工学，海洋，軍事，医学，医学史，生命科学，植物病理学，

応用昆虫学，農学，畜産学，育種学，食品学，林学，園芸学，気象学，土

壌学

（６）社会科学

社会科学を扱うサブジェクトゲートウェイ。

社会科学全般，経済学，ビジネス，政治，法律，教育，心理学，図書館情

報学，メディア，コミュニケーション，ホスピタリティ，レジャー，スポー

ツ，旅行

（７）人文科学

人文科学を扱うサブジェクトゲートウェイ。

人文科学全般，文化，歴史，哲学，宗教，文学，言語学，美術，建築，デ

ザイン，メディア，博物館

実際には，複数の分類にまたがるものや特定の分類に入れがたいものもある（特に，（４）

～（７））。分類はおよその目安と考えて頂きたい。
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（１）リンク集

List of quality-controlled subject gateways

スウェーデン：Traugott Koch（Lund University Library Development Dept. ）。
http:/ /www. lub. lu. se/ tk/ SBIGs. html

meta matters：Australian Subject Gateways

オーストラリア：National Library of Australiaを中心とするオーストラリアのMetadata

Communityが運営。

オーストラリアの各種サブジェクトゲートウェイのリンク集。
http:/ /www. nla. gov. au/meta/ sg/ gateways. html

PINAKES, A Subject Launchpad

英国：University Library, Heriot-Watt University。

主要なサブジェクトゲートウェイを，2003年３月現在で55件収録している。
http:/ /www. hw. ac. uk/ libWWW/ irn/ pinakes/ pinakes. html

ViFaNet：SUBJECT-BASED VIRTUAL LIBRARY

ドイツ：The University Library and Technical Information Library（UB/TIB）。

ドイツの各種サブジェクトゲートウェイのリンク集。
http:/ /www. virtuellefachbibliothek. de/VLibEnglHome. htm

サブジェクトゲートウェイ

日本：尾城孝一氏（東京工業大学附属図書館：当時）が作成。
http:/ / home. catv. ne. jp/ rr/ ojiro/ SBIGs. html

サブジェクト・ゲートウェイ関連サイトのリンク集

日本：東京農業大学生物産業学部教育研究情報センター。
http:/ /www. bioindustry. nodai. ac. jp/ ～library/ link/ link04/ link. htm

（２）横断検索

Directory of Networked Resources

英国：National Information Services and Systems。

以下のサブジェクトゲートウェイ（横断検索システムも含まれている）を横断検索：
ROADS softwareを使用してるサブジェクトゲートウェイ，BUBL-LINK，PINAKES，
RDN（Resource Discovery Network），LTSN Subject Centres，Philosophy around the

Web，SOSIG，Biz/ ed，PSIgate，SciCentral，Chemdex，PhysicsWeb，EEVL，OMNI，
ADAM，RUDI，AHDS（Arts and Humanities Data Service），Humbul，History On-Line。
http:/ /www. niss. ac. uk/ subject/

The Finnish Virtual Library Project

フィンランド：Jyvaskyla University Libraryほか。
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９．サブジェクトゲートウェイ一覧

第３章参照。
http:/ /www. uku. fi/ kirjasto/ virtuaalikirjasto/

RDN（Resource Discovery Network）

英国：UK Office For Library and Information Networking（UKOLN）, University of

BathとKing's College Londonが運営。

第１章３節（4）参照。
http:/ /www. rdn. ac. uk/

Renardus

欧州：Niedersachsische Staats - und Universitatsbibliothek, Gottingenが実質的に運営。

第１章３節（5）参照。
http:/ /www. renardus. org/

（３）総合領域

About

米国：About, Inc. 。

芸術・娯楽，自動車，都市・街，コンピュータ・技術，教育，飲食物，健康・フィットネ

ス，歴史，趣味・ゲーム，宿題援助，住宅・家庭，産業・ビジネス，求職・求人，お金，

ニュース・出来事，育児・家族，出会い系，宗教，ショッピング・流行，中小企業，スポー

ツ・レクリエーション，ティーンズ，旅行，日本。

最後の項目の ｢日本（About Japan）｣ を選択すると，日本の検索サイトAll About Japan

につながる。このサイトは，（株）リクルートとアバウト社との合弁会社、（株）リクルー

ト・アバウトドットコム・ジャパンによって運営されている。
http:/ /www. about. com/

Academic Info

米国：Academic Info（NPO）。

建築，地域研究，芸術，ビジネス，電子図書館，教育，工学，健康・医学，人文学，法律・

政治，図書館情報学，科学，社会科学。
http:/ /www. academicinfo. net/ index. html

BUBL LINK

英国：BUBL Information Service, Andersonian Library, Strathclyde University。

総記・レファレンス，芸術，人文学，言語・文学・文化，社会科学，工学・技術，健康，

生命科学，数学・コンピュータ，物理科学，図書館情報学，考古学，音楽。
http:/ / bubl. ac. uk/ link/

DMOZ：Open Directory Project

米国：Netscape Communication Corp. のホストのもとで，ボランティアによって自主的

に運営されている。
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芸術，ビジネス，コンピュータ，ゲーム，健康，家庭，児童・青少年，ニュース，レクリ

エーション，レファレンス，地域，科学，ショッピング，社会，スポーツ，世界。
http:/ / dmoz. org/

DutchESS（Dutch Electronic Subject Service）

オランダ：National Library of the Netherlandsほか。

第２章参照。
http:/ /www. kb. nl/ dutchess/

INFOMINE：Scholary Internet Resource Collections

米国：University of California，Wake Forest University，California State University，
University of Detroitを中心とする大学図書館員によって構築されている。

生物学・農学・医学，ビジネス・経済，多文化・民族，電子雑誌，政府情報，教育関連，

インターネット関連ツール，地図・地理情報システム，科学・技術，人文・社会科学，芸

術。
http:/ / infomine. ucr. edu/

WWW Virtual Library

米国：htmlおよびWebの創設者であるTim Berners-Leeによって開始され，現在は多数の

ボランティアの緩い連合体で運営されている。それぞれのボランティア（個人，機関）に

よって独自に作成されたサブジェクトゲートウェイが分野ごとに分類されており，横断検

索システムともいえる。

農業，ビジネス・経済，コンピュータ，コミュニケーション・メディア，教育，工学，人

文学，情報・図書館，国際，法律，レクリエーション，地域研究，科学，社会。
http:/ /www. vlib. org

インターネット学術情報インデックス

日本：東京大学情報基盤センター。

第４章参照。
http:/ / resource. lib. u- tokyo. ac. jp/ iri/ url＿search. cgi

（４）自然科学

Biogate

スウェーデン：National Resource Library of Biological Sciences, Lund University。

生物学。
http:/ / biogate. lub. lu. se/

Chemdex

英国：Department of Chemistry, University of Sheffield。

化学。
http:/ /www. chemdex. org/
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ECHO（exploring & collecting history online）

米国：Center for History and New Media, George Mason University。

科学史，技術史，医学史。
http:/ / echo. gmu. edu/ center/

Entomology Index of Internet Resources

米国：John VanDyk（Iowa State University）。

昆虫学。
http:/ /www. ent. iastate. edu/ List/

EurekAlert!

米国：American Association for the Advancement of Science。

科学，技術。
http:/ /www. eurekalert. org/

Geo-Guide

ドイツ：Gottingen State and University Library。

地球科学，地理学。
http:/ /www. Geo-Guide. de/ index. html

Internet Directory for Botany

米国：Anthony R. Brach ; Keith McCree／カナダ：Shunguo Liu／フィンランド：Raino

Lampinen。

植物学。
http:/ /www. botany. net/ IDB/

Math Forum：Internet Mathematics Library

米国：Drexel University。

数学。
http:/ /mathforum. org/ library/

MathGuide

ドイツ：Gottingen State and University Library。

数学。
http:/ /www.MathGuide. de/ index. html

PhysicsWeb：Resources

英国：Institute of Physics。

物理学。
http:/ / physicsweb. org/ resources/ home
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psci-com

英国：Wellcome Library for the History and Understanding of Medicine, Wellcome

Trust。

科学コミュニケーション，科学と社会。

http:/ / psci- com. org. uk/

PSIgate（Physical Sciences Information Gateway）

英国： Consortium of Academic Libraries in Manchester（John Rylands University

Library of Manchester, Manchester Metropolitan University Library, UMIST Library,

University of Salford Library, Manchester Business School Library）。

天文学，化学，地球科学，数学，物理学，科学史・科学政策。

http:/ /www. psigate. ac. uk/ newsite/

SciCentral

米国：SciQuest, Inc. 。

生物学，健康，物理・化学，地球・宇宙，工学。

http:/ /www. sciquest. com/ cgi-bin/ ncommerce3/ ExecMacro/ sci＿index. d2w/ report?nav

＿banner=index&Tmstmp=30379

Scott's Botanical Links

米国： Scott Russell（Department of Botany and Microbiology of the University of

Oklahoma）。

植物学。

http:/ /www. ou. edu/ cas/ botany-micro/ bot- linx/

（５）応用科学

AERADE

英国：Kings Norton Library, Cranfield University。

軍事関係のサブジェクトゲートウェイDEVISEと工学のサブジェクトゲートウェイESDU

の航空工学部分を横断検索するシステム。ESDU自体は商用の有料サイトのため，

AERADEで検索できるのは抄録のみ。

http:/ / aerade. cranfield. ac. uk/

AgNIC（Agriculture Network Information Center）

米国：National Agricultural Libraryほか。

農学。

http:/ /www. agnic. org/

AGRIGATE

オーストラリア：Library, Universities of Melbourneほか。
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農学，育種学，食品学，園芸学，気象学，土壌学。

http:/ /www. agrigate. edu. au/

AVEL（Australasian Virtual Engineering Library）

オーストラリア：University of Queenslandほか。

工学。

http:/ / avel. library. uq. edu. au/ index. html

BIOME

英国：Greenfield Medical Library, University of Nottinghamほか。

医学・生命科学分野の横断検索システム。以下のサブジェクトゲートウェイが含まれてい

る：OMNI，VETGATE，BIORES，NATURAL，AGRIFOR，MedHist，psci-com。

http:/ / biome. ac. uk/

BioSites

米国：University of California San Francisco（UCSF）Library and Center for Knowledge

Management。

医学。

http:/ /www. library. ucsf. edu/ biosites/

Cyburbia：Planning Resource Directory

米国：Dan Tasman AICP。

都市計画。

http:/ / directory. cyburbia. org/

EELS（Engineering Electronic Library, Sweden）

スウェーデン：The Swedish Universities of Technology Libraries。

工学。

http:/ / eels. lub. lu. se/

EEVL（The Edinburgh Engineering Virtual Library）

英国：Heriot Watt Universityほか。

工学，数学，コンピュータ。

http:/ /www. eevl. ac. uk/

Eldis：Gateway to Development Information

欧州：Institute of Development Studies, Sussexがホスト。

開発。

http:/ /www. eldis. org/
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EnviroLink

米国：EnviroLink Network, Inc. 。

環境。
http:/ /www. envirolink. org/

Geo-Information Gateway

英国：CTI Centre for Geography, Geology and Meteorology, University of Leicester。

人文地理学，自然地理学，地質学，環境，自然災害，交通，地図，地理情報システム，リ

モートセンシング。
http:/ /www. geog. le. ac. uk/ cti/ info. html

GEsource

英国： Consortium of Academic Libraries in Manchester（John Rylands University

Library of Manchester, Manchester Metropolitan University Library, UMIST Library,

University of Salford Library, Manchester Business School Library）。

人文地理学，自然地理学，環境。
http:/ /www. gesource. ac. uk/ home. html

HealthInsite

オーストラリア：Commonwealth Department of Health and Ageing。

医学（一般向け）。
http:/ /www. healthinsite. gov. au/ index. cfm

MedHist

英国：Wellcome Library for the History and Understanding of Medicine, Wellcome

Trust。

医学史。
http:/ /medhist. ac. uk/

MedNet

国際：Health On the Net Foundation。

医学（専門家，一般向け）。
http:/ /www. hon. ch/HomePage/Home-Page. html

MetaChem

ANSYS Technologies, Inc. 。

分析技術。
http:/ /www.metachem. com/

NOVAGate：Nordic gateway to Information in Forestry, Veterinary and Agricultural

Sciences
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ノルウェイ：NOVA University Library。

林学，畜産学，農学，食品学，環境科学。

http:/ / novagate. nova-university. org/

OMNI（Organising Medical Networked Information）

英国：Greenfield Medical Library, University of Nottinghamほか。

医学。

http:/ /www. omni. ac. uk/

PADI（Preserving Access to Digital Information）

オーストラリア：National Library of Australia。

電子資料の保存。

http:/ /www. nla. gov. au/ padi/

Plant Pathology Internet Guide Book

ドイツ：Department of Horticulture, University of Hanover。

植物病理学，応用昆虫学。

http:/ /www. pk. uni-bonn. de/ ppigb/ ppigb. htm

PORT

英国：National Maritime Museum。

第６章参照。

海洋。

http:/ /www. port. nmm. ac. uk/

RUDI（Resource for Urban Design Information）

英国：RUDI Ltd, Oxford Brookes University。

都市計画。

http:/ /www. rudi. net/ news. cfm

SAPLING（Architecture, Planning & Landscape INformation Gateway）

英国：Sapling。

建築，歴史的遺産，住宅，風景・園芸，都市計画，交通など。

http:/ /www. sapling. org. uk/

TenLinks

米国：TenLinks, Inc. 。

建築，設計，土木。

http:/ /www. tenlinks. com/
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ViFaTec（Virtuelle Fachbibliothek Technik）

ドイツ：Universitatsbibliothek Hannover；Technische Informationsbibliothek。

工学。

http:/ / vifatec. tib. uni-hannover. de/ index. php3?L=e

（６）社会科学

Altis

英国：University of Birminghamほか。

ホスピタリティ，レジャー，スポーツ，旅行。

http:/ /www. altis. ac. uk/

Biz/ ed：Business and Economics Education on the Internet

英国：Institute for Learning and Research Technology, University of Bristol。

ビジネス，経済。

http:/ /www. bized. ac. uk/

GEM（Gateway to Educational Materials）

米国：U. S. Department of Educationの助成によるコンソーシアムが運営。

教育。

http:/ / thegateway. org/

infolaw

英国：Information for Lawyers Limited。

法律。

http:/ /www. infolaw. co. uk/

Internet Library for Librarians

米国：InfoWorks Technology Company。

第８章参照。

図書館情報学。

http:/ /www. itcompany. com/ inforetriever/

Law and Politics：Internet Guide

米国：Legal Career Center。

法律，政治。

http:/ /www. lpig. org/

LAWLINKS

英国：Templeman Library, University of Kent。

法律。
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http:/ / library. ukc. ac. uk/ library/ lawlinks/

Legal Resources in the UK and Ireland

英国：Delia Venables。

法律。

http:/ /www. venables. co. uk/welcomeframe. htm

mcs

英国：University of Wales。

メディア，コミュニケーション。

http:/ /www. aber. ac. uk/media/ index. html

NetEc Search

日本：一橋大学経済研究所／英国：Manchester Computing, University of Manchester

／米国：Department of Economics, Washington University。

経済学分野の横断検索システム。以下のサブジェクトゲートウェイが含まれている：

BibEc，WoPEc，WebEc，JokEc。

http:/ / netec. ier. hit-u. ac. jp/NetEc. html

Psych Web

米国：Russell A. Dewey。

心理学。

http:/ /www. psychwww. com/

Resources for Economists on the Internet

米国：American Economic Association。

経済学関係のデータ，辞書，機関など。

http:/ / netec. ier. hit-u. ac. jp/ EconFAQ/ EconFAQ. html

SocioSite

オランダ：Faculty of Social Sciences, University of Amsterdam。

社会科学。

http:/ /www2. fmg. uva. nl/ sociosite/

SOSIG（The Social Science Information Gateway）

英国：Institute of Learning and Research Technology, University of Bristol。

検索方法については第１章参照。

社会科学。

http:/ /www. sosig. ac. uk/
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図書館情報大学ディジタル図書館

日本：筑波大学知的コミュニティ基盤研究センター。

図書館情報学。

http:/ / lib. ulis. ac. jp/ ulis/ index. html

（７）人文科学

ADAM（Art, Design, Architecture & Media Information Gateway）

英国：ADAM Consortium（Surrey Institute of Art and Designほか）。

美術，建築，デザイン，メディア（映画，ビデオ，テレビなど），博物館学。

http:/ / adam. ac. uk/

AHDS（Arts and Humanities Data Service）

英国：King's College Londonほか。

人文科学分野の横断検索システム。以下のサブジェクトゲートウェイが含まれている：

Archaeology Data Service，History Data Service，Oxford Text Archive，Performing

Arts Data Service，Visual Arts Data Service。

http:/ / ahds. ac. uk/

Alex Catalogue of Electronic Texts

米国：Infomotions, Inc. 。

英米文学，西洋哲学。

http:/ /www. infomotions. com/ alex/

BeCaL：Belief, Culture and Learning Information Gateway

英国：Trinity College Bristol；Graduate School of Education of the University of Bristol。

文化，宗教，教育。

http:/ /www. becal. net/

History On-Line：Web sites and on-line resources

英国： Institute of Historical Research, University of London's School of Advanced

Study。

歴史。

http:/ / ihr. sas. ac. uk/ ihr/ Resources/ index. html

Humbul

英国：University of Oxfordほか。

第５章参照。

人文科学。

http:/ /www. humbul. ac. uk/
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iLoveLanguages

米国：Tyler Chambers。

言語学。

http:/ /www. ilovelanguages. com/

Philosophy around the Web

米国：Peter J. King。

哲学。

http:/ / users. ox. ac. uk/%7Eworc0337/ phil＿index. html

Philosophy in Cyberspace

オーストラリア：Dey Alexander。

哲学。

http:/ /www-personal.monash. edu. au/ ～dey/ phil/

Virtual Library of Anglo-American Culture

ドイツ：Gottingen State and University Library。

歴史，文学。

http:/ /www. SUB. uni-goettingen. de/ vlib/

World Wide Arts Resources

米国：World Wide Arts Resources, Corp. 。

美術。

http:/ /wwar. com/
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